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  議案第２５号 甲斐市個人情報保護条例の一部改正の件 

  議案第２６号 甲斐市固定資産評価審査委員会条例等の一部改正の件 

  議案第２７号 甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正の件 

  議案第１２号 甲斐市洪水ハザードマップ検討委員会設置条例の制定の件 

  議案第２９号 甲斐市温泉施設事業運営検討委員会設置条例の一部改正の件 

  議案第１３号 甲斐市創甲斐教育推進大綱策定会議設置条例の制定の件 

  議案第１４号 甲斐市学校給食運営委員会条例の制定の件 
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  議案第 ２号 令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第１０号） 
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  議案第４３号 令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第１１号） 

  議案第 ７号 令和３年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１ 

         号） 
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開会 午前 ９時２６分 

 

○書記（森田 公君） 連日のご参集、大変お疲れさまです。 

  それでは、ただいまから総務教育常任委員会を始めさせていただきます。 

  本日の委員会は、初めに委員長よりご挨拶をいただき、委員長の進行により議事を進めて

まいりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、内藤委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 改めまして、おはようございます。 

  皆さん既にご承知のように、ロシアの理由なき侵攻ということで、侵略ということで、ウ

クライナが本当に大変な状況になっております。ロシアのわがままといいますか、そういう

ことが非常に我々も憤りを感じるところでございます。 

  また、国際社会の中でも様々な形の中で支援が行われているわけですが、我々も議会とし

て何らかの形で意思表示をすることも必要かななんとふと思いました。 

  また、ウクライナの国民が、非常に結束力の高い国民性を持った国だなということを市民

のいろいろなコメントを見る中で感じました。非常に日本とよく似ているような人間性を持

った国民かなと言うことを感じたところであります。 

  一方、またコロナのほうも、連日市内の小・中学校、学級閉鎖等が発表されまして、また

延長というふうな形の中で、まだまだコロナも非常に心配されるところですが、一日も早い

終息を願うところでございます。 

  本日は、予算審査前の条例並びに補正予算の審査ということで、結構本数が多いですけれ

ども、議員各位のご協力をお願い申し上げまして、挨拶に代えさせていただきます。よろし

くお願いします。 

  ただいまの出席委員は６名です。 

  定足数に達しておりますので、これより総務教育常任委員会を開会いたします。 

  なお、小浦委員は欠席の連絡がありましたので、報告いたします。 

  本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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○委員長（内藤久歳君） 本日の委員会は、今定例会初日に付託されました議案の審査を行い

ます。 

  審査については、一問一答方式で簡潔に質問され、また、市当局の答弁も分かりやすく説

明していただきたいと思います。 

  なお、本日は委員外議員の傍聴を許可しますので、ご承知おきください。 

  質疑は、委員の質疑を受けた後に傍聴議員の質疑を受けたいと思います。 

  審査に入る前にお諮りします。本日は円滑な審査を行うため、お手元に配付した議案審査

日程により審査を行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認め、そのようにいたします。 

  それでは、初めに条例審査を行います。 

  議案第24号 甲斐市行政組織条例の一部改正の件を議題といたします。 

  当局より説明をお願いいたします。 

  高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） よろしくお願いいたします。 

  総務課から条例改正につきましてご説明いたします。 

  議案書の95ページ、議会資料の１ページをお願いいたします。 

  議案第24号 甲斐市行政組織条例の一部改正の件につきまして、議会資料により説明を

させていただきます。 

  令和３年４月に組織機構を見直し、その後、検証を行った結果、市の施策や行政課題、社

会情勢の変化に迅速に対応できるよう、必要に応じて柔軟に対応していくこととなりまし

た。 

  令和４年４月の組織機構の見直しの全体像は、２の新旧の表になりますが、まず現在の秘

書室につきましては、市長、副市長の秘書業務が主なものでありますが、市長の直轄部署と

して、市の施策等を活発に発信していくために、総合戦略部総合戦略課から広聴広報係を移

管し、名称を秘書課に改めるものであります。 

  次に、現在、総合戦略部総合戦略課政策戦略係が所管していますふるさと納税に関する業

務につきましては、その寄附額が年々増加し、市の大きな収入源となっており、新たな商品

開発等をさらに進め、寄附額の増加を図っていくために、総合戦略部総合戦略課にふるさと

納税推進係を新設するものであります。 
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  次に、現在、市民部市民戸籍課住民記録係が所管しているマイナンバーカードの交付に関

する業務及び総務部スマートプロジェクト推進課スマートシステム推進係が所管しています

マイナンバーカードの活用に関する業務につきましては、マイナンバーカードの健康保険証

など多目的利活用が進む中、カードの交付及び活用を一体的に所管する係を新設し、カード

の普及促進をより一層積極的に進めていくために、市民部市民戸籍課にマイナンバーカード

係を新設するものであります。 

  次に、生活環境部環境課バイオマス推進係につきましては、バイオマス施設の用地確保や

実施主体の事業者との協定締結など、発電所建設に向けた業務が進み、係の所管業務に見通

しがついてきたことから、今後はバイオマス産業都市構想を含めた脱炭素社会の構築に向け

たエネルギー全般の政策を進めていくための生活環境部に脱炭素社会推進室エネルギー政策

係を新設するものであります。 

  次に、子育て健康部健康増進課保健指導係につきましては、保健師を中心とした専門職が

市民の健康指導全般を所管しており、係員の人数が多く、係長の負担が大きい状況であり、

業務量と係体制のバランスを考慮し、係の分割及び所掌事務の見直しを行い、健康増進課全

体の組織強化を図るために、子育て健康部健康増進課に母子保健係及び成人保健係を新設す

るものであります。 

  次に、産業振興部商工観光課商工労働係につきましては、現在所管している企業誘致及び

企業立地に関する業務をより一層強化推進し、市内商工業の活性化及び雇用の創出を図って

いくために、名称を商工労働・企業誘致係に改めるものであります。 

  資料２ページをお願いします。 

  甲斐市行政組織条例の新旧対照表のうち、第１条、部等の設置におきましては、「及び

室」を「及び課」に、「秘書室」を「秘書課」に改め、第２条、分掌事務におきましては、

秘書課に「広聴及び広報に関すること」を追加し、資料の３ページでは、総合戦略部の「広

聴及び広報に関すること」を削除、生活環境部に「脱炭素社会推進に関すること」を追加し

ます。 

  資料の４ページから10ページの甲斐市行政組織規則では、室及び係の新設、移管等を規

定しております。 

  次に、資料の11ページをお願いいたします。 

  甲斐市議会委員会条例につきましては、第２条第２項第１号の総務教育常任委員会及び第

２号の厚生環境常任委員会の所管する所属の表示内容の改正を行います。 
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  資料12ページの甲斐市表彰規則及び13ページの甲斐市財務規則につきましても、名称の

改正、追加を行います。 

  以上で甲斐市行政組織条例の一部改正の件の説明とさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  ここで委員並びに職員各位に申し上げます。質問は一問一答とし、また、質問、答弁は簡

潔、明瞭にしていただきますようお願い申し上げます。 

  それでは、説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 組織機構改革、旧から今度新しくこういうことになったような説明

いただいたわけですけれども、実際、この旧からこの新しい機構改革の見直しで、人員的に

はどのぐらいのあれが、当然こういうものを見直すということでありますんで、人間の数は

どういうような感じになっているんですか、これ。 

○委員長（内藤久歳君） 高鳥課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 職員の数につきましては、係や課が新設されるところは、係長だ

ったり室長が新たに増員されることになります。また、それに伴いまして係員も増員になり

ますけれども、職員数につきましては、人事課が所管しています定員適正化計画、また採用

計画におきまして、適正な配置をするように人事課とも協議をさせていただいています。 

○委員長（内藤久歳君） 有泉委員、どうぞ。 

○委員（有泉庸一郎君） 適正な配置の人員計画もいいんだけれども、いや、実際これ、こう

いう見直すための、じゃどこに何人というように当然考えてやっているわけでしょう。それ

で、今現在やって、現在のこの、現在というか、見直した状況も教えてもらいたい。どこが

どう増えて、どうなったかというの。そういうことはまだやってない。 

○委員長（内藤久歳君） 高鳥課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 係員の配置でしたり、人数ですけれども、現在、人事課のほうで

職員の今年、来年に向けての人事異動の計画を立てている最中ですので、具体的に何人とい

うのは、今のところでは私は承知をしておりませんけれども、人事課のほうで今現在作業中

でございます。 
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○委員長（内藤久歳君） 有泉委員、どうぞ。 

○委員（有泉庸一郎君） 今、その作業中ということですけれども、ただ、見直すためには、

もうあらかじめそういう人数なんかはもくろんでやることなんだと思うんだけれども、その

辺を、だから今やっているじゃなくて、こういう機構改革するときには、そういうものを見

越してやるべきじゃないですか。 

○委員長（内藤久歳君） 高鳥課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 議員さんのおっしゃるとおり、この機構改革につきましては、昨

年の夏頃から協議を進めていまして、実際に機構改革、この新のところに出ています新設等

を考える中で、人事課とも協議して、新たに増えるところに人を配置するようなことで協議

を進めています。 

  それに伴いまして、人事課のほうで、そのほかの定期人事異動も含めて配置する人数、ま

たそういったものを今現在、作業をしていただいている最中でございます。 

○委員長（内藤久歳君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） いずれにしても、こういう機構改革を見直して、この秘書室、旧の、

その前年に秘書室をつくって、今度は秘書課になったわけだけれども、こういうことも、毎

年、今後も検証してやっていかなきゃならないことだと思いますんで、今、課長が言われた

ように、しっかりと機構改革を見直して、効果が上がったというような結果が出るように努

力してもらいたいと思います。要望で結構です。よろしくお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですね。 

  ほかにございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今、有泉議員が質問したこととほとんど重なるんだけれども、やっぱ

り一番心配するのは人員の確保ってね、やっぱり職員の数がきちっと確保できているかとい

うのは、さっき有泉議員が指摘したと、我々も一番それ、心配するわけだよね、基本的に。 

  普通、民間だと、ある程度人員確保した中で、この配置換えとか、課の１つを増やすとか、

その対応しているんだけれども、だからその辺が、逆に、じゃ既存の課の人数が減るわけだ、

間違いなくね。若干。その課をつくると変動するわけだから。係が分散するわけだから。そ

ういった面において、市民サービスもやっぱり低下することは、基本的には行政というのは

一番は市民サービスだからね。それが幾ら職員が働きやすくなっても、やっぱり市民サービ

スが落ちるということがあってはらないと。行政の一番の目的は、市民サービスが第一だか
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らね。その辺のところがやっぱり危惧するんだけれども、その辺のところは間違いなく問題

ないってはっきり言い切れるのか、それはどうなんですか。 

○委員長（内藤久歳君） 高鳥課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 職員数につきましては、先ほど申しましたとおり、職員の新たな

採用計画、定員適正化計画でこの５年間で20人増やしていくということで、来年度も今年

度よりも増える計画でありますので、そういった人数増えるところで新設する係の人数を確

保したり、あとは再任用職員であったり会計年度任用職員、またそういう全ての職員を配置、

考慮する中で、人員の確保をしていきます。 

  それに伴いまして、市民サービス、当然それが落ちることがあってはいけませんので、市

民サービスが維持、それより向上していくように努力をさせていただいていきます。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今、高鳥課長が言ったとおり、やっぱり市民サービスがね、せっかく

こうやってやるということは、やっぱり市民サービスがよくなる。やっぱり職員のやっぱり

仕事がスムーズにいくということは、早く言えば、住民サービスがよくなるという下でこう

いう課を増やして、従来より係を増やしてやるという目的でやっていると思うんだけれども、

ただ、そこで今、一番我々が心配するのは、職員がね、ある程度、特に子育て健康部なんか、

こうやって新しく課をつくってやるという、それはいいんだけれども、じゃ既存の課の職員

のがそっちへ異動して、その課がのほうが職員が要するに少なくなる。そうすると、その職

員の仕事の負担が増えて、また基本的には職員の負担が増えるということになって、やっぱ

り健康上、問題が起きるようなことがあってはならないんで、そこら辺を我々は一番危惧す

るんだよね。 

  その辺は十分配慮していただいて、これ、今の時代に合った中の機構改革ということで

我々も理解はするんだけれども、やっぱり職員の健康とか、そういったものを十分配慮した

中で今後はやっぱりやってもらいたい。これも強く要望しておきたいと思います。ぜひよろ

しくお願いしたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか、要望で。 

○委員（赤澤 厚君） はい。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 
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  傍聴議員、よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 以上で第24号の質疑を終了します。 

  これより議案第24号 甲斐市行政組織条例の一部改正の件について、討論、採決を行い

ます。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第24号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第24号を終わります。 

  次に、議案第25号 甲斐市個人情報保護条例の一部改正の件を議題といたします。 

  当局より説明をお願いいたします。 

  高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 続きまして、議案第25号 甲斐市個人情報保護条例の一部改正

の件につきまして説明いたします。 

  議案書の97ページ、議会資料の14ページをお願いいたします。 

  国のデジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律によりまして、行政機

関の保有する個人情報の保護に関する法律及び独立行政法人等の保有する個人情報の保護に

関する法律が廃止され、令和４年４月１日から適用される法令が個人情報の保護に関する法

律に一本化されることから、個人情報保護条例において廃止する法律を引用する規定につい

て改正を行います。 

  資料14ページの新旧対照表のうち、第２条第２号の２の中の「行政機関の保有する個人

情報の保護に関する法律第２条第３項」を「個人情報の保護に関する法律第２条第２項」に

改め、同条第２号の３のうち「行政機関個人情報保護法第２条第４項」を「個人情報保護法
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第２条第３項」に改めます。 

  第４条第３号のうち「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律第２条第１

項」を「個人情報保護法第２条第９項」に改めるものであります。 

  以上で甲斐市個人情報保護条例の一部改正の件の説明とさせていただきます。よろしくお

願いします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  それでは、説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  質疑はないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これより議案第25号 甲斐市個人情報保護条例の一部改正の件について、討論、採決を

行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第25号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第25号を終わります。 

  次に、議案第26号 甲斐市固定資産評価審査委員会条例等の一部改正の件を議題といた

します。 

  当局より説明をお願いいたします。 

  高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 引き続きまして、議案第26号 甲斐市固定資産評価審査委員会

条例等の一部改正の件につきまして説明いたします。 
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  議案書の99ページ、議会資料の16ページをお願いいたします。 

  国は、新型コロナウイルス感染拡大防止やデジタル化推進のため、書面、押印、対面を前

提とした制度、慣行を見直し、押印を廃止する方針を示し、地方自治体に対しても押印の見

直しに取り組むように促しています。 

  国の要請を踏まえ、本市におきましても、事務の効率化、市民の負担軽減、利便性向上等

を図るため、行政手続における押印の見直しを行うものであります。 

  一部改正を行う条例等につきましては、本則中に押印の規定のあるものは、条例が３件、

規則が４件で、様式の中に押印の規定があるものは全体で270件あります。 

  まず、17ページ、第１条の甲斐市固定資産評価審査委員会条例の新旧対照表のうち、第

４条第４項の「審査申出書には審査申出人が押印しなければならない」を削除します。 

  第８条第５項のうち「記載し、提出者がこれに署名押印しなければならない」を「記載し

なければならない」に改めます。 

  次に、18ページ、第２条の甲斐市職員の服務の宣誓に関する条例の新旧対照表のうち、

第２条第１項の「任命権者又は任命権者の定める上級の公務員の面前において」を削り、

「宣誓書に署名してからでなければ」を「宣誓書を任命権者に提出してからでなければ」に

改め、別記様式中の「氏名、印」を「氏名」に改めるものであります。 

  次に、19ページ、第３条の甲斐市議会委員会条例の新旧対照表のうち、第30条第１項及

び第２項の「又は押印」を削除するものであります。 

  以上で甲斐市固定資産評価審査委員会条例等の一部改正の件の説明とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で質疑を終了します。 

  以上で議案第26号の質疑を終了します。 

  これより議案第26号 甲斐市固定資産評価審査委員会条例等の一部改正の件について、

討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第26号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第26号を終わります。 

  ここで職員入替えのため暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時５６分 

 

再開 午前 ９時５７分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、議案第27号 甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正の件を議題

といたします。 

  当局より説明をお願いいたします。 

  小林人事課長。 

○人事課長（小林一三君） お疲れさまです。 

  人事課から条例の一部改正について説明いたします。 

  議案の101ページ、市議会資料の31ページをお願いいたします。 

  議案第27号 甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正の件でございま

す。 

  今回の条例の一部改正は、妊娠、出産、育児に係る休暇の新設として、特別休暇の種別に

新たに「不妊治療に係る休暇」を加えるものであります。 

  改正の経緯としては、令和３年８月、人事院から公務員人事管理に関する報告及び国家公

務員の育児休業等に関する法律の改正についての意見の申出が出され、その中で示された国
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家公務員に係る妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のために講じる措置の一環として、職

員の勤務時間、休日及び休暇に関する人事院規則が一部改正、施行されたことに伴い、地方

公務員についても国家公務員と同様の措置を講ずる必要が生じたことから、本市においても、

関連する例規を改正するものであります。 

  関連する例規の主な改正内容につきましては、条例及び規則において、職員の不妊治療の

ための休暇新設に係る規定を整備いたします。 

  改正箇所については、議会資料の32ページに条例の新旧対照表がございますが、別表中

の第５項「婚姻休暇」の次に第５の２項として「不妊治療休暇」を追加し、休暇の期間は、

原則として１年につき５日以内、ただし当該通院等が体外受精、その他の市長が定める不妊

治療に係るものである場合にあっては、さらに５日を加えた10日以内の期間といたしま

す。 

  また、規則の改正箇所については、議会資料の33ページに規則の新旧対照表がございま

すが、第19条の次に新たに第19条の２として不妊治療休暇の期間、取得単位などの規定を

条文で明記いたします。 

  また、継続的な勤務が見込まれる非常勤職員についても、正規職員と同様に不妊治療と仕

事の両立を支援するため、甲斐市会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する規則を改正

し、不妊治療のための休暇を新設するとともに、男性の会計年度任用職員を対象とした配偶

者出産休暇及び育児参加のための休暇を新たに設けるほか、これまで無給休暇として規定さ

れておりました産前産後の休暇を有給化いたします。 

  施行期日については、正規職員、会計年度任用職員に関する改正規定ともに公布の日から

施行し、令和４年１月１日に遡及し適用することといたします。 

  説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  それでは、説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） こういう制度ができるというのはいいことなんですけれども、ただ、

これ、実際にじゃ職員の方が不妊治療のために休暇取りたいんですという申出をするという

のは、結構プライバシーというか、かなりそういう部分でしづらいような気がするんですけ

れども、その辺のところの配慮というのはどうなっていますか。 



－15－ 

○委員長（内藤久歳君） 小林課長。 

○人事課長（小林一三君） これまでもですが、そうした治療を受けていた方というのは、ち

ょっと人事課のほうで把握はしておりませんけれども、こうした休暇制度が新たに設けられ

るということで、各所属長に対してですが、新たな休暇制度が創設されたということを周知

するとともにですが、ちょっと言いづらい、休暇の取りづらい部分があると思いますので、

例えば出生サポート休暇というふうに通称で言われておりますので、ちょっと不妊治療とい

うと、何か言いづらい、言葉的にですが、取りづらいという、ちゅうちょするする部分があ

るかもしれませんので、そういったサポート休暇みたいな形で、所属長に伝えながらですが、

できるだけ取りやすい環境整備を努めていく考えでございます。 

○委員長（内藤久歳君） 加藤副委員長、 

○委員（加藤敬徳君） ぜひそういった形で配慮していただければと思います。お願いします。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですね。 

  ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  以上で議案第27号の質疑を終了します。 

  これより議案第27号 甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改選の件につ

いて、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第27号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 
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  以上で議案第27号を終わります。 

  ここで、職員入替えのため暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時０３分 

 

再開 午前１０時０４分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、議案第12号 甲斐市洪水ハザードマップ検討委員会設置条例の制定の件を議題と

いたします。 

  当局より説明をお願いいたします。 

  白神防災危機管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） お疲れさまです。 

  防災危機管理課から条例の制定につきましてご説明いたします。 

  議案の63ページをお願いいたします。 

  議案第12号 甲斐市洪水ハザードマップ検討委員会設置条例の制定の件でございます。 

  これは、地方公共団体が設置する附属機関については、地方自治法の規定により、法律ま

たは条例で定めるところにより設置することとされております。 

  要綱を設置根拠としていた当該委員会は、附属機関に該当することが判明いたしましたの

で、甲斐市洪水ハザードマップ検討委員会設置要綱を廃止し、新たに甲斐市洪水ハザードマ

ップ検討委員会設置条例を制定する必要が生じたため、この条例案を提出するものでありま

す。 

  内容としまして、第３条の組織につきまして、次回以降の女性委員の選任等を鑑み、「委

員20人以内」を「25人」に改定するものでございます。 

  そのほか、文言の訂正以外の内容の改正はございません。 

  以上で甲斐市洪水ハザードマップ検討委員会設置条例制定案についてのご説明とさせてい

ただきます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  それでは、説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 
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  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今、管理監のほうから、一応組織ということで、委員が20を25とい

うことで説明を受けたんだけれども、ちょっと詳しくその中身、内容をちょっと教えてもら

えますか。どんなふうな体制なのか。 

○委員長（内藤久歳君） 白神防災危機管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 今年度、20名の委員で洪水ハザードマップを改定を進め

てまいりました。その中で、やはり以前作ったときとは関連団体あるいは市内の関係団体等

がやはり替わってくるということがありまして、具体的にどこということではないんですけ

れども、次回、今からまだ中小河川の改定が予定されておりますので、その都度必要な方々

をお呼びするということで、枠をちょっと広げるというような趣旨でございます。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） じゃ、具体的に今、まだ細かい内容についてまだ決まってないという

ことで、基本的にいろいろな組織とか、自治会とか、いろいろな多様の人材に入って、例え

ば女性とかね、女性の見方なんかもかなりほら、避難所の場合は、特に男性と違って、男性

じゃ気がつかないことも結構多いんだよね。女性でないとなかなか理解できないのもあるん

で、この辺もちょっとね、話の中で女性もという話も出たんで、そういったことも十分考慮

して、やっぱりせっかく５人増やして、中身の充実した組織になれば、なおいい検討委員会

が結成できるんで、その辺のところの再度考えをお聞きしたいと思いますが、よろしくお願

いします。 

○委員長（内藤久歳君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 今、委員のほうからご指摘をいただいたとおり、私どもと

しましても、その都度必要な団体も替わる可能性もございますし、やはり広くご意見を聴い

て、よりよいものをやるための委員会という形で考えておりますので、そのとおりでござい

ます。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

○委員（赤澤 厚君） はい。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  加藤副委員長。 
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○委員（加藤敬徳君） ちょっと関連して確認なんですけれども、これ、今回新しくハザード

マップ出まして、具体的にあれですよね。この25人体制の委員会を結成しているとか、そ

ういうことではないということですよね。 

○委員長（内藤久歳君） 白神管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） 今年度、ハザードマップ検討委員会を設置して、そろそろ

完成ということですから、一旦解散はいたします。また、県が今進めております中小河川の

ことがあって、またうちのハザードマップの改定の時期、必要が生じた場合に、再度招集を

して、あるいは委員の選定のところから始めて、招集をかけて、委嘱をしていきたいという

ふうに考えて、現在はもう休止という形になっております。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  以上で議案第12号の質疑を終了します。 

  これより議案第12号 甲斐市洪水ハザードマップ検討委員会設置条例の制定の件につい

て、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第12号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第12号を終わります。 

  ここで、職員入替えのため暫時休憩します。 
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休憩 午前１０時１０分 

 

再開 午前１０時１１分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、議案第29号 甲斐市温泉施設事業運営検討委員会設置条例の一部改正の件を議題

といたします。 

  当局より説明をお願いいたします。 

  相川市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 市民活動支援課より議案第29号 甲斐市温泉施設事業

運営検討委員会設置条例の一部改正の件について説明させていただきます。 

  議案書が107ページ、議会資料につきましては55ページをお願いいたします。 

  説明につきましては、議会資料の新旧対照表により説明させていただきます。 

  今回の改正につきましては、さきの総務教育常任委員会においても若干触れさせていただ

きましたが、昨年５月に設置しました温泉施設事業運営検討委員会に対し、市より温泉施設

の今後の在り方について諮問し、過日答申をいただいたところでございます。 

  令和４年度につきましては、その検討委員会をそのまま存続し、各温泉施設の新たな活用

方策、存廃等について検討委員会に対し諮問し、答申をいただく予定であります。そのため、

今回、この条例の第２条の所掌事務に（２）、（３）を付け加えるものでございます。 

  なお、施行につきましては、本年４月１日を予定しております。 

  以上、一部改正の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） まず、去年の11月にアンケートの結果が報告書が出ていて、調査審

議の委員会、検討委員会、その後開かれているのか。これまでにはどのぐらいのペースでこ

の問題について検討委員会なんかがされた経過はどうですか。 

○委員長（内藤久歳君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 委員会につきましては、昨年の５月に第１回の会議を開
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催いたしました。その後、７月、11月、本年２月、年明けまして２月、最終的に第５回と

して２月16日に最終の委員会を開催いたしまして、市長に対して答申をしたところでござ

います。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） それで、そこでどういう答えが出たとかどうの、聞いてもしようがな

いんだけれども、この設置条例の新旧対照表を見ると、旧を２つに割って、最後に市長が最

終判断するというふうに取れるんだけれども、要するにそういう判断というふうで条例を改

正するということ。 

○委員長（内藤久歳君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 斉藤議員のご質問にありますとおり、これまでは今後の

在り方という形でしたが、今度は、過日の総務委員会でもご報告させていただきましたとお

り、既に答申については議会のほうにもお示ししたとおりです。 

  今後、その答申を踏まえて、より各施設ごとにいろいろな課題等がございます。また、用

途について、今後より具体的な内容を詰めていただくために委員会を存続し、所掌事務を２

つに分けたというところです。 

  それから、（３）のところですが、その他必要と認める事項につきましては、何か不測的

なもので出た場合について、委員会に諮問するものです。 

  最後のご質問の答申を受けて、最終的には市のほうでその答申を基に新たな活用方策、あ

るいは存廃、集約等、様々な運営形態等について決定をするものでございます。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） その他市長が必要と認める事項という部分で、市長が決断を下すとい

う可能性はどうなんですか。 

○委員長（内藤久歳君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） あくまでもこれは所掌事務ですので、市長の意思決定に

ついてうたったものではございませんので、その点はご理解いただきたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） これをこのまま条例で異議なしでやっちゃうと、今懸念したようなこ

とが起こり得る可能性がゼロではないという、要するに何ぼ審議しても、最終的には審議案
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がまとまりつかない。最終判断は市長がしますというふうに結果的になる可能性があるんだ

けれども、その辺はどう考えていますか。 

○委員長（内藤久歳君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 市がこうやって委員会を設けることについては、第三者

機関において多様な意見、そういった審議をいただいて、最終的にその答申を基に最終的に

は市が判断をするという形ですので、全く例えば答申の全く逆のことを出すということは基

本的には考えられないような状況で、そのための委員会でございますので、あくまでもここ

の事務は、この（１）、（２）以外のことで新たに諮問するようなことが出た場合について

はご審議をお願いしたいというところで、この第３項を付け加えるもので、その点はご理解

いただきたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかに。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ちょっと確認で聞いておきたいんですけれども、検討委員会の委員さ

んが６人だっけね、たしか。大学の教授とかいろいろいるんだけれども、各種団体の代表で

入っている方もいると思うんだけれども、その人たちは当然任期があって、この３月で任期

替えという可能性もあると思うんだけれども、その辺のところの対応はどんなふうに考えて

いるかちょっとお聞きしておきたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 各種団体の委員さんは、お一人だけ、自治会連合会の会

長だけでございます。ただし、自治会連合会の会長の改選があった場合については、またそ

の段階で検討いたしますが、既に１年間委員さんとしていただいておりますので、いろいろ

な内容等も熟知しております。その点も踏まえて、今後引き続き委員としてお願いするかは、

今後のまた自治会のほうの連合会の役員改選等を踏まえて検討はしていきたいと考えており

ます。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） じゃ、当然、組織だから、組織替えの中で代表で出ているという中に

なると、組織のほうで、いや、新しくという話も出るわけだから、当然市のほうも人選をま

た考えなきゃならんということもあるんだけれども、もう一点、６人でいろいろやってきた

経緯も、この間も一応委員会の中でいろいろな意見も出されて、聞いているんだけれども、
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現状の中において、その６人で、それ以外の関係というかな、そういう組織の人を入れて、

もうちょっと幅広くこの運営検討委員会というのも考える必要がちょっと僕自身はあるよう

な気がするんだけれども、その辺の見解はどうなんでしょうか。 

○委員長（内藤久歳君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） この条例の中で、まず委員会定数を６人以内という形で

決めておりますので、その中で、確かに議員のおっしゃるとおり、学識経験者、関係団体と

いうところの中で代表者も入っております。もう一人、社会福祉協議会の会長さんも入って

いらっしゃるんですが、今のところはこの人数で引き続き検討を進めていきたいと考えてお

ります。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これは決まっているということであるんだけれども、いろいろな、

我々も市民の代表として、市民からもいろいろな意見が入ったりしてくるんだよね。そうい

うことを考えると、もうちょっと幅広い、やっぱりそういった検討委員会の、どうしても６

人から改正してでもいいわけであって、定数の。そういうことも広げた中で、もっと市民の

意見というか、市民の考えというかな、そういったものも幅広く考えていく必要がまたあろ

うかと思うんだけれども、これはちょっと要望でいいんだけれども、こんなふうなことも十

分加味しながら、やっぱり今まで長く、もう30年間にわたって旧町村からやってきた事業

なんで、やっぱり今後の、この間たまたま報道でも、山梨日日新聞でも報道でああいった出

たときに、結構市民が我々のところへ来て、どうする、どうなっているなんて話も来たんで、

やっぱりそういったことも我々も心配するから、本当に担当の皆さん方は本当にご苦労願っ

ていることは我々も十分承知しているんだけれども、やっぱりできるだけ市民が納得する形

をするには、やっぱりそういったものは、一部、６人じゃなくても、別に委員会としてもう

少し幅広くすることも別に問題ないと思うんで、その辺のところも今後考慮した中で検討し

てもらえばいいと思います。これは要望で結構ですので、よろしくまたその辺をお願いした

いと思います。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これより議案第29号 甲斐市温泉施設事業運営検討委員会設置条例の一部改正の件につ

いて、討論、採決を行います。 
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  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第29号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第29号を終わります。 

  ここで職員入れ替えのため暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時２２分 

 

再開 午前１０時２３分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、議案第13号 甲斐市創甲斐教育推進大綱策定会議設置条例の制定の件を議題とい

たします。 

  当局より説明をお願いいたします。 

  名取教育総務課長。 

○教育総務課長（名取藤吾君） お疲れさまでございます。 

  教育総務課から議案第13号 甲斐市創甲斐教育推進大綱策定会議設置条例の制定の件に

つきましてご説明させていただきます。 

  議案の65ページをお願いいたします。 

  提案理由につきましては、附属機関の設置について見直しを行い、要綱により設置してい

る甲斐市創甲斐教育推進大綱策定会議が地方自治法第138条の４第３項に規定する附属機関

に該当するため、必要とする事項を定める必要があります。これが本条例案を提出する理由

であります。 
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  条例制定の経緯でございますが、先ほど説明されました議案第12号 甲斐市洪水ハザー

ドマップ検討委員会設置条例と同様でございます。 

  第１条は策定会議設置の規定、第２条に所掌事務、その他、第９条では委員規定を定めて

おります。 

  附則では、施行期日及び経過措置を定めております。 

  語彙の変更のほか、内容に変更はございません。 

  以上で議案第13号 甲斐市創甲斐教育推進大綱策定会議設置条例の制定の件についての

説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑はございませんか。よろしいですか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これ、教育委員会の附属機関として甲斐市創甲斐教育推進大綱策定会

議を設置するということなんですけれども、これ、組織とかいろいろ、どんなふうな内容、

この組織図で私なんかちょっとよく分からない。諮問に応じとは、教育委員会の諮問に応じ

て、どんなふうなことが想定されるのか、諮問というのは。その辺をちょっと、もし例でこ

んなふうなことはこうだとかあったら教えてもらえますか。 

○委員長（内藤久歳君） 名取教育総務課長。 

○教育総務課長（名取藤吾君） 創甲斐教育推進大綱につきましては、本市教育の一層の振興

を図るために、これからの甲斐市にふさわしい教育行政の在り方や施策の基本的方向を明確

にするものであります。 

  委員さんにつきましては、要綱の中にあります自治会連合会の皆様ですとか、社会教育委

員の皆様20名で組織をいただいて、総合教育会議で方針を決めた後、数回のプロジェクト

チームと策定会議を開いて、新しい時代への教育の在り方をこういった冊子にいたしまして、

各学校、社会教育、スポーツ、全般に対して、教育に対して方針を決めていくというもので

ございます。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 組織のところとか、いろいろな各種団体の人たちが入って、いろいろ
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な、これは教育委員会から委嘱するとあるんだけれども、だから当然こういった人たちに入

っていただいて、やっぱり教育、地域の教育の在り方というのを当然聴くことは非常にいい

ことだと思うね。 

  だから、せっかくこうやって制定して、こうやっていろいろな意見を聴くということに対

して、いろいろな問題がね、大きな問題が起きたりなんかするということはあまり好ましく

ないけれども、やっぱり今後の在り方というか、創甲斐教育の在り方というか、そういった

ものもやっぱりよく聴きながらやっぱり進めるということがいいと思うんだね。 

  学校だけの、教育委員会だけの範囲ではなくて、地域とか、いろいろここにあるこの人た

ちの意見を聴きながらやっぱり進めていくということは望ましいと思うんで、ぜひこういっ

たものを活用して、今後、創甲斐教育がなお一層の子供たちのためになるように、また鋭意、

この委員会をフルにいい意味で活用してもらいたいんだけれども、再度その辺のお考えをお

聞かせ願えればありがたいと思いますけれども、よろしくお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） 名取教育総務課長。 

○教育総務課長（名取藤吾君） 委員さんおっしゃるとおり、教育といいましても、例えばス

ポーツもあり、社会教育もあり、地域での子供たちの集まりなどもありますので、いろいろ

な方面からの委員さんをここに委嘱することになっております。 

  今回の第２次創甲斐教育につきましては、令和６年度までという形になっている、５年間

ですので。ただ、今の教育の流れは、ＩＣＴも含めて、ＧＩＧＡスクールもそうですけれど

も、流れが速いものになっておりますので、いろいろな様々な情報を得ながら、次期の第３

次創甲斐教育推進大綱のときには、またいろいろな流れを取り組みながら策定していきたい

と思っています。よろしくお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これ、今日、教育部長いるので、ちょっとお願いということで。これ

はお願いで聞いてもらえばいいんですけれども、この間、生涯学習のところで、歴史文化と

いうことで、やっぱり市の文化財とか、いろいろな昔のお祭りとか、いろいろな昔の歴史と

いうものがやっぱり結構あるという形の中で、なかなか存続も難しいというこの間も話もあ

ったんだけれども、やっぱりこういったものを教育の中にやっぱり入れていくことも、やっ

ぱりこういう歴史があるから、今のこの市があって、この文化もある。そういうものを教育

の中でまた子供たちにも教えていくこともこれは必要だと思うんで、こういったものもまた

創甲斐教育の一環の中にもこの歴史文化、この甲斐市のね。そういったものをまた織り込ん
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でいただいて、伝えていただくようにまた、これは要望で結構ですので、また検討していた

だいて、お願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） この策定の委員会の人数が20人以内ということですけれども、その

うち、こうして見ると、大分各団体の代表者が７人いるわけですよね。その他、もし20人

ということであれば13人ということになるんだけれども、それ以内ということですけれど

も、８番目の識見を有する者とここにあるんですけれども、具体的にはどういう人たちを指

すんですか、これは。 

○委員長（内藤久歳君） 森川係長。 

○教育総務係長（森川嘉亮君） 識見を有する者の方は、３名の方を委嘱しております。役職

を申し上げますと、スポーツ協会の会長、図書館協議会の会長、山梨大学大学教育センター

の教授を委嘱させていただいております。 

  以上です。 

○委員（清水和弘君） はい、分かりました。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これより議案第13号 甲斐市創甲斐教育推進大綱策定会議設置条例の制定の件について、

討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第13号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 
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  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第13号を終わります。 

  ここで職員入替えのため暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時３３分 

 

再開 午前１０時３４分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、議案第14号 甲斐市学校給食運営委員会条例の制定の件を議題といたします。 

  当局より説明をお願いいたします。 

  坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） 大変お疲れさまです。よろしくお願いいたします。 

  それでは、学校教育課から議案第14号 甲斐市学校給食運営委員会設置条例の制定の件

につきましてご説明をさせていただきます。 

  議案の69ページをお願いいたします。 

  提案理由につきましては、附属機関の設置について見直しを行い、規則により設置してい

る甲斐市学校給食運営委員会が地方自治法第138条の４第３項に規定する附属機関に該当す

るため、必要な事項を定める必要があります。これが本条例案を提出する理由であります。 

  条例制定の経緯でございますが、議案第12号 甲斐市洪水ハザードマップ検討委員会設

置条例の制定の件と同じとなります。 

  第１条は委員会設置の規定、第２条は所掌事務、以下、組織、任期、委員長及び副委員長、

会議、庶務の規定となっておりまして、第８条は委任規定を定めております。 

  また、附則では、施行期日及び経過措置を定めており、これまでの規則と内容の変更はご

ざいません。 

  以上で議案第14号 甲斐市学校給食運営委員会設置条例の制定の件についての説明を終

わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 
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  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ちょっとこれ、確認で、今まで運営委員会で毎年どんなふうな会議が

催されているのか。ちょっと具体的に、大きなものでいいですから、こんなふうなものを検

討したというのがあったら教えてもらえますか。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） お答えいたします。 

  内容につきましては、会議では、給食費について、教育委員会からの諮問を受けて、答申

するなどのほか、学校給食の運営やメニューなど、給食の実施に関することについての調査、

審議を行っております。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今、課長のほうからあったように、そういった、逆にね、父兄とか、

子供たちの意見とかはちょっとあれかもしれないけれども、中学生になれば結構意見を持っ

ていはるんで、そういった意見等も出たときに、こうやって委員会等で検討したりなんかす

る機会もあるんですか。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） 本委員の中にはＰＴＡの代表者も入っておりますので、そう

いったところからご意見をいただいたりということもあります。 

  また、年にもよるんですけれども、ここ数年のコロナの中では実施はされていませんけれ

ども、実際に学校の給食のところに、給食現場に行って、給食を食べるというような、そう

いう機会を設けて、意見を吸い上げるというようなこともありました。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） この総務教育で敷島南小で我々もおいしい給食をいただいた経緯もあ

るんで、いろいろなね、100％は皆さんの、父兄とか子供たちの意向を取り入れるって難し

いかもしれないけれども、できるだけやっぱりおいしく栄養のある給食を提供してもらうと

いうのが我々も望むことだし、親たちも当然望んでいると思うんで、今後もそういった意見

等も十分取り入れた中で、せっかくこの委員会がある以上は、これを活用した中で今後も運

営してもらいたいと思います。よろしくお願いします。要望で結構です。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  有泉委員。 
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○委員（有泉庸一郎君） ここに運営委員会の役名、第２条で調査、審議内容が書いてあるん

ですけれども、特に当市においては、センター方式と自校方式の問題というのが結構この給

食の運営委員会の中では話し合われていくと思うんだけれども、今後もそのことに関しては

慎重審議されると思うんですけれども、その辺の状況はどうですかね。 

  この委員会の設置条例とは関係ないかもしれないけれども、一応内容として、どんな状況

ですかね。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） 今、委員さんのご指摘のあった自校方式、センター方式につ

いては、ここ数年のこの運営委員会、給食運営委員会の中で話し合われたということはござ

いませんが、また時期を見て、また必要に応じてその中の話合いをすることはあるかなとい

うふうに考えております。 

○委員長（内藤久歳君） 小澤部長。 

○教育部長（小澤 明君） ありがとうございます。 

  自校方式、センター方式につきましては、決算委員会とか予算委員会のたびに委員の皆様

からもご指摘、ご提案をいただいているところでございます。そちらにつきましては、今、

内部のほうでも検討は進めさせていただいておりますが、時期を見まして、課長からもあり

ましたとおり、時期を見まして、また案のほうが固まりましたら、こちらのほうの委員会等

で諮っていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これより議案第14号 甲斐市学校給食運営委員会条例の制定の件について、討論、採決

を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより議案第14号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第14号を終わります。 

  これで条例審査を終わります。 

  ここで職員入替えのため暫時休憩いたしますが、委員の休憩を行います。 

 

休憩 午前１０時４１分 

 

再開 午前１０時５１分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、補正予算審査を行います。 

  議案第２号 令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第10号）及び議案第43号 令和３年

度甲斐市一般会計補正予算（第11号）を議題といたします。 

  審査に入る前にお諮りします。審査は歳出から行い、説明は担当課ごとに説明を受け、質

疑を行いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） それでは、そのようにいたします。 

  初めに、議会事務局より１款議会費、１項議会費について説明をお願いいたします。 

  山田議会事務局長。 

○議会事務局長（山田 洋君） お疲れさまです。 

  それでは、議会費の補正予算について説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の16、17ページをお願いいたします。 

  １款１項１目議会費、内容について、17ページの説明欄でございます。11議会運営費335

万9,000円の減額でございます。内容につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大を避

けるため、各常任委員会の視察研修の中止や各種研修旅費、負担金等、現時点での決算見込

みにより未執行となっております分の減額補正でございます。 

  以上が議会事務局関係の補正予算の説明となります。ご審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 
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○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ないですね。 

  質疑がないようですので、委員の質疑を終了します。 

  これで議会事務局関係の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１０時５３分 

 

再開 午前１０時５４分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、総務課より２款総務費、１項総務管理費、４項選挙費及び繰越明許費について一括

で説明をお願いいたします。 

  高鳥総務課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） お疲れさまでございます。 

  総務課から補正予算につきましてご説明いたします。 

  補正予算説明書の16、17ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、14国際交流事業につきまして、109万円

を減額補正するものであります。財源内訳につきましては一般財源であります。 

  内容につきましては、峡中地区都江堰市友好協議会として、山梨県が中国四川省との友好

交流35周年事業による渡航に参加することを計画していましたが、新型コロナウイルス感

染症の拡大防止により事業が中止されたことに伴います減額であります。 

  続きまして、補正予算説明書の16ページから19ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、４項選挙費、８目衆議院議員選挙費、01衆議院議員選挙職員費につきまし

て、153万4,000円を減額補正するものであります。財源内訳につきましては、全額県委託

金であります。 

  内容につきましては、昨年10月に執行しました衆議院議員総選挙、最高裁判所裁判官国
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民審査の執行経費が確定し、県委託金が交付決定になったことにより、職員の時間外勤務手

当等を減額補正するものであります。 

  次に、２款総務費、４項選挙費、８目衆議院議員選挙費、02衆議院議員選挙執行事業に

つきまして、192万7,000円を減額補正するものであります。 

  内容につきましては、選挙執行経費確定によります消耗品等の需要費や賃料等を減額補正

するものであります。 

  続きまして、別冊の補正予算説明書の８、９ページをお願いいたします。 

  補正予算の11号になります。 

  別冊の説明書の８ページ、９ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、４目財産管理費、01竜王庁舎維持管理事業につきまして、

3,799万7,000円を増額補正するものであります。財源内訳につきましては一般財源であり

ます。 

  内容につきましては、安心甲斐・市民支援事業のうち、感染症予防強化といたしまして、

不特定多数の方々が出入りする竜王庁舎本館、新館のトイレの改修と事務フロア及び会議室

等に空気清浄機を設置することにより、感染症対策をさらに強化してまいります。 

  トイレ改修につきましては、本館の和式トイレ16か所を蓋つきの自動開閉式の洋式化と

し、小便器16か所の自動水栓化、手洗い場蛇口24か所の自動水栓化を行い、本館、新館の

洋式便座に自動開閉式の蓋を29か所設置いたします。改修工事の全体経費は3,009万9,000

円となります。 

  空気清浄機につきましては、本館、新館のロビー、事務フロア及び大人数が使用する会議

室等にそれぞれ面積に応じた台数を設置いたします。空気清浄機購入費用は789万8,000円

となります。 

  次に、説明書の14ページをお願いいたします。 

  繰越明許費につきましては、２款総務費、１項総務管理費、４目財産管理費3,799万

7,000円で、トイレ改修工事費及び空気清浄機購入費となり、全額繰越明許し、令和４年度

に執行をいたします。 

  以上で補正予算の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 
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  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今、役所のトイレと空調ということで説明を受けた、この本所のね。

支所のほうの、支所、敷島、双葉、この辺の対応はどうなっていますか。 

○委員長（内藤久歳君） 高鳥課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 支所のほうも設置をする予定になっておりまして、この後、支所

から説明をいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 当然今、本所ばかりじゃなくて、当然支所も、多目的、多くの人が、

いろいろな人が利用するということになれば、当然対応するということで、これもまた後で

説明してくれるということね。 

○委員長（内藤久歳君） 高鳥課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 空気清浄機につきましては、竜王庁舎の本館、新館、また敷島庁

舎、双葉庁舎、あとは各公民館、それと小・中学校になります。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ちょっと別件で、衆議院の選挙執行事業で、192万7,000円かな、マ

イナスになって、減額ということで、大きなこの減額の事業というか、ものは何か。何件か

挙げてもらえますか。 

○委員長（内藤久歳君） 高鳥課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 一番大きいところは、先ほど説明したとおり、職員の時間外手当

だったり、休日の出勤手当が一番大きいところでありますけれども、あとは選挙の執行に係

ります事務的な消耗品でありましたり、あとは選挙の開票に使う計数機であったり、あと投

票所の投票用紙の交付機だったり、そういったものの検査の費用の委託だったり、そういっ

たところが大きな内容ですけれども、それぞれ執行に関するところは、細々としたものを全

て集めまして、そういった百何万円という経費になりますけれども、一番大きいところは職

員の手当の関係になります。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ちょっと聞いたのは、結局、投票率がね、投票率が結構今、下がって

いるじゃんね。特に甲斐市は低いというのがあって、やっぱりこういった執行事業とか、そ

ういった事業費を使った中で投票を呼びかけるというか、そういったことがどの程度できた

のかどうなのかということで、できるだけ、せっかくこれ、予算を計上してあったんで、そ
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ういったものにやっぱり予算として使って、それでできるだけ投票率を上げるという、市民

にね、やっぱり伝えるというか、そういった方法で、何らかのこの予算で使ってできなかっ

たのかなと思って、今質問させてもらったんだけれども、その辺のところはどうなんですか

ね。 

○委員長（内藤久歳君） 高鳥課長。 

○総務課長（高鳥 悟君） 今回、投票率が前回の衆議院議員の選挙よりは若干、３ポイント

ぐらいですかね、上がりました。昨年の夏に選挙に関するアンケートということで、ＬＩＮ

Ｅを使ってアンケートをさせていただいた中で、ＳＮＳによる周知、広報だったり、そうい

ったところが有効じゃないかというご意見が多数ありましたので、市のＬＩＮＥを使った周

知をしたりですとか、また具体的に予算には結びつかないですけれども、竜王庁舎の期日前

投票所を３階の会議室から１階のロビーに移したり、そういったところで、何か手続に来ら

れた方がそこでついでに期日前投票していただくとか、そういったところで効果はありまし

た。 

  あとは、コロナの感染症の関係で、より投票所に安心して来ていただけるように、投票従

事者については、フェースシールドをしたり、また手袋をしたりとかといった、そういった

ところに経費を使ったりして、投票しやすい環境づくりに努めて取り組んでまいりました。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 全国的に、これはうちばっかじゃなくて、結構今、投票率が低い。こ

れは我々政治家にも、政治に関心がないというか、それは我々も責任も一端もあるわけです

けれども、できるだけ多くの人に投票していただいて、やっぱり市政に携わってもらうとい

うことは大事だと思うんで、やっぱりそうやってせっかく予算がある以上、できるだけ投票

を呼びかけるというか、そういった事業、いつだか農林高校かな。だよね。高校生も１日だ

かそういう機会を与えたというのを報告も受けたんだけれども、そういった事業等もやっぱ

り取り入れて、できるだけ多くの人にやっぱり政治に参画してもらうということをやっぱり

してもらうと、やっぱり確かに大変だと思う。やっぱり大変だと思うけれども、やっぱりせ

っかく予算も計上してある以上は、そういった予算をフルに使った中で、やっぱり選挙にや

っぱり行ってもらうということ大事だと思うんで、そういったことも今後やっぱり研究とい

うか、していただいて、できるだけ多くの人に投票してもらうように今後努力してもらいた

いと思うけれども、最後、その辺についてお伺いしたいと思いますけれども。 

○委員長（内藤久歳君） 高鳥課長。 
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○総務課長（高鳥 悟君） 昨年の衆議院議員選挙におきましては、今、議員さんもおっしゃ

られたように、高校生を10代ということでターゲットにしまして、市内の高校、農林高校

と日本航空高校、そちらのほうに期日前投票所を設置して、高校生に投票をしていただくこ

とができました。 

  これ、大変好評でして、山梨県の選挙管理委員会でも甲斐市の取組を大きく評価していた

だいて、県内の市町村にそういった高校に期日前投票所を設けるようにというような指導と

いいますか、案内を出したりというところで、ほかのいろいろな県からも問合せをいただい

たりということで、そこは非常に大きな成果だったなというふうに感じています。 

  例年、小学校、中学校におきましても、若年層の方々に選挙制度を知ってもらうために出

前授業と言いまして、そちらの学校に赴いて、選挙の内容を説明したり、実際に模擬投票で

投票していただいたりという、そういった経験をしていただく中で、選挙制度を知っていた

だいて、今後の投票率、これからを担っていただく若い若年層の方の投票率を上げていくと

いうところを努力しています。 

  今後の選挙におきましても、そういったところを含めて取り組んでいきたいなというふう

に考えております。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

○委員（赤澤 厚君） はい。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これで総務課関係の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時０９分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、スマートプロジェクト推進課より２款総務費、１項総務管理費及び繰越明許につい

て説明をお願いいたします。 
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  田中スマートプロジェクト推進課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） お疲れさまです。 

  それでは、スマートプロジェクト推進課の補正予算につきまして説明させていただきます。 

  まず、一般会計補正予算（第10号）に係る内容になります。 

  お手元に補正予算説明書２冊あると思いますが、厚い冊子のほうになります。 

  16、17ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、６目情報管理費、03業務系システム運営事業につきまし

て、一般財源から子ども・子育て支援事業費153万4,000円を国県支出金へ財源更正するも

のであります。 

  内容につきましては、児童手当に係る現況届の提出義務の見直し及び特例給付対象者に所

得上限額を設ける制度改正に伴うシステム改修に要する経費につきまして、国から補助金が

交付されるため、財源更正を行うものであります。 

  以上が一般会計補正予算（第10号）の説明となります。 

  続きまして、一般会計補正予算（第11号）に係る内容を説明させていただきます。 

  薄いほうの冊子の補正予算説明書８ページ、９ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、６目情報管理費、01情報化推進事業につきまして、1,525

万8,000円の増額補正をお願いするもので、財源につきましては全額一般財源となります。 

  内容につきましては、Ａ４の横判資料、安心甲斐・市民支援事業の②タブレット端末等の

整備になります。新型コロナウイルス感染症の感染リスクを避けるため、非接触によるウェ

ブ会議やテレワークの促進及び会議のペーパーレス化を進めるため、タブレット端末等を整

備するものであります。 

  具体的には、各課にタブレット端末を整備するための33台、パソコン端末８台を整備す

るための経費等であり、端末やネットワーク機器等の備品購入費、端末の設定業務等の委託

料、インターネット回線使用料等に係る費用であります。 

  タブレットにつきましては、整備することでテレワーク時、在宅勤務時にインターネット

環境が整うため、テレワークの促進や在宅でのウェブ会議が可能になるとともに、庁内会議

におきまして、ペーパーレス会議として利用することが可能となります。 

  また、パソコンにつきましては、増加している外部とのウェブ会議への対応、会議のペー

パーレス化に活用するため整備するものであります。 

  続きまして、繰越明許費になります。 
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  補正予算説明書14ページをお願いいたします。 

  中ほどにあります２款総務費、１項総務管理費、６目情報管理費になります。先ほど説明

いたしました本事業につきまして、端末の納品や設定業務等に期間を要し、年度内での事業

の完了が見込めないため、全額を令和４年度に繰越しをお願いするものであります。 

  以上で補正予算の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今、説明の中で、タブレット、端末機の中で、在宅で今度は勤務とか、

ちょっと今、課長のほうから説明があったんだけれども、現実的に、じゃ令和３年度から４

年度にかけてどのくらいの頻度があったのかどうか、ちょっと教えてもらえますか。もしあ

ったら、例が。 

○委員長（内藤久歳君） 田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） 今現在のテレワークにつきましては、昨年

度環境整備して、今年度４月の下旬からスタートしているわけなんですけれども、実質５月、

延べ人数ですけれども、５月は49人で、一番多い月で延べ人数ですけれども382人、１月で

161人というふうに、ばらつきはあるんですけれども、浸透はしつつあるなというふうには

捉えています。 

  そこにまたタブレット端末を導入することによりまして、自宅でのインターネット環境が

整うことによりまして、一層の推進を図っていきたいというふうに考えております。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これ、今、時代の波というか、特にコロナがなってから、こうやって

ね、在宅勤務というか、そういったものがどこでも、国内いろいろな、県内もそうなんだけ

れども、民間も結構そういった流れになっている気もするんだけれども、現実的にまだ、今

年始めた経緯もあって、なかなかね、まだ本当にスムーズにうまくいっているとは限らない

と思うんだけれども、こういったものを重ねながら、できるだけ、特に若い人たち、特に女

性なんかは、やっぱり子育てしながらとなると、在宅ができれば、かなりいろいろな面で助

かる面もあると思うんで、この辺のところのやっぱり充実のほうもきちっとした中で、やっ

ぱりせっかくこうやって皆さんが課をつくって推進しているんだから、できるだけこの事業
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がスムーズにいくような体制を、今後取っていくことが必要じゃないかと思うんだけれども、

その辺の所感についてお伺いしたいんですけれども。 

○委員長（内藤久歳君） 田中課長。 

○スマートプロジェクト推進課長（田中貴則君） 赤澤委員おっしゃるとおり、このテレワー

クの推進という部分につきましては、コロナなどの感染症の拡大なんかの非常時においても、

行政機能を維持しながら、事業継続を可能にするという意味では効果があると考えておりま

す。 

  また、ご指摘のように、テレワークにつきましては、今後労働力人口が減少する中でも、

子育てですとか、介護ですとか、そういった事情で離職を防止するための人材確保ですとか、

職員のワーク・ライフ・バランスを取るための働き方改革による生産性向上にもつながると

いう観点から、より一層推進していきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これでスマートプロジェクト推進課関係の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時１９分 

 

再開 午前１１時２０分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、防災危機管理課より９款消防費、１項消防費について説明をお願いいたします。 

  白神防災危機管理監。 

○防災危機管理監（白神忠広君） お疲れさまです。 

  防災危機管理課より補正予算についてご説明させていただきます。 

  補正予算説明書の28ページ、29ページをお願いします。 

  ９款１項４目水防費の補正予算につきましてご説明申し上げます。 



－39－ 

  01の水防対策事業につきまして、33万4,000円を減額する補正をお願いするものでござい

ます。これは水害に備えての水防時の出動費用や原材料費等の経費でありますが、本年度は

市内における台風や集中豪雨等による水防の出動回数が少なかったため、減額するものであ

ります。 

  次に、９款１項５目災害対策費の補正予算につきましてご説明申し上げます。 

  01の防災対策計画推進費につきまして、国土強靭化地域計画策定業務委託における契約

差金297万円を減額するものでございます。 

  次に、03の自主防災組織補助事業につきまして、450万円を減額する補正をお願いするも

のでございます。これは昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症防止策として、総合防

災訓練の内容を変更し、自治会独自訓練の実施対象を絞ったことにより減少したものであり

ます。 

  以上で説明を終わります。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これで防災危機管理課関係の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時２２分 

 

再開 午前１１時２３分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、市民活動支援課より２款総務費、１項総務管理費について説明をお願いいたしま

す。 

  相川市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 市民活動支援課より一般会計補正予算（第10号）の市
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民活動支援課分の説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の16、17ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、９目交通安全・防犯対策費、13のチャイルドシート貸出

し、交通災害共済事業は、補正額はなく、財源更正のみとなります。交通災害共済の事務取

扱手数料の単価が１件16円から50円に、また事務費が４万5,000円増額改定されたことによ

り、その増額分を特定財源に計上し、一般財源を減額したものでございます。 

  続きまして、12目の市民活動費、02市民温泉等維持管理事業、補正額149万4,000円は、

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、昨年８月から９月にかけてまん延防止等重点措置

の対象区域に指定されたことに伴い、市民温泉３施設を18日間休業していただきました。

これに伴う協力金として、１施設当たり１日２万6,000円を指定管理料に支払うもので、合

計140万4,000円となります。 

  なお、単価の２万6,000円につきましては、昨年市が執行しました甲斐市休業等協力事業

者応援金交付事業と同様に算出したものでございます。 

  次に、温泉施設運営事業検討委員会について、当初予算では委員会の開催回数を４回とし

て予算を計上したところでございますが、１回追加しましたので、その分の委員の報酬を９

万円追加補正をお願いするものでございます。 

  続きまして、ナンバー03結婚支援事業、補正額1,650万円の減額でございますが、令和３

年度より事業を始めました結婚新生活支援事業について、当初予算では、前年度の結婚され

た方の収入状況等を参考に、70件分、補助額の上限30万円、合計2,100万円を予算計上しま

した。しかし、これまでの申請件数、助成額を見ましても、当初見込みより件数等が少なか

ったので、今回減額補正をさせていただくものでございます。 

  なお、２月末現在の実績としましては、15件の方々に交付を行いまして、交付額は290万

9,000円となっております。 

  以上、一般会計補正予算の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） 03の結婚支援事業ですけれども、15件だということなんですけれど

も、これはあれですか。甲斐市で結婚された方に対して、どのくらいの率になりますか。 
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○委員長（内藤久歳君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 婚姻届が出された方の率という形で、すみません、全体

をちょっとまだ把握しておりませんので、率というと、ちょっと申し訳ございません。 

  ただ、補助対象がありますので、これが合計年で、ご夫婦が２人とも39歳以下、それか

ら夫婦の合計所得が400万円未満という形ですので、その中での対象者の方の申請が15件と

いう形ですので、ちょっと全体的な婚姻の届出数については把握しておりませんので、その

点はちょっと回答が分かりません。もし必要であれば、また後ほどご報告をさせていただき

ます。 

○委員長（内藤久歳君） 質疑ありますか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 単純計算で、1,650万円を15件で割ればいいということでしょう、１

件当たり。それがばらばらにいろいろ差があるということ。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） すみません。先ほど加藤議員のやつは、全体の婚姻届の

数の利用率ですので、金額とはまた違います。斉藤委員のおっしゃっているのは、単価につ

きましてはそうです。上限が30万円ですが、一番多い方では上限額に達した方もいらっし

ゃいますし、一番少ない方では10万4,000円というところでございますので、その結果、15

件で290万9,000円の実績、この２月末でという状況になっております。 

  あと残り１か月ちょっとありますので、それを見込んだ上で、不用額を今回補正減をさせ

ていただくものです。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今のところで、結局、当初予算で、前年度70件あったということで、

当初予算へ盛ったと。今回15件かな、実際申請があったということなんだけれども、あま

りにもちょっと少なくて、今、課長のほうから言っていた、やっぱり条件があるということ、

400万円かな、夫婦合わせてとか、いろいろな条件があるから、こういうふうに少なかった

のか、その要因というか、今考えられる要因というのは、課長、何かありますか、ほかに何

か。どの辺ですか。 

○委員長（内藤久歳君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） この事業につきましては、ご承知のとおり、令和３年度、
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今年度からスタートさせました。その予算化をするに当たって、令和２年度の婚姻届を出さ

れた方、そういった方々の所得等を見た上で、一応70件という形で、若干、若干というか、

多めに見ておいたというところで、またこの後ご審議いただく令和４年度につきましては、

令和３年度の実績を基に抑えた金額で予算計上させていただいているというふうな状況です

ので、また要因につきましては、実際のところ、やはり先ほど言った年齢制限とか、所得制

限ですね。特に所得の部分が非常に400万円というところで厳しい状況がありますが、ただ、

これはどうしても国の基準とかそういったものがありますので、これはなかなか変えること

ができませんが、できるだけ私どももいろいろなところでＰＲをして、ご活用いただけるよ

う、今後も事業を推進していきたいと考えております。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 一応確認で、結局前年度新規の事業なんだけれども、前の前年度の何

か結婚の申請のいろいろな、要するにその辺のその状況を見た中で、およそ70件じゃない

かということで、当初予算盛ったと。その結果、今回はこういう状況だったということで、

前年の例じゃなくて、前年度の申請した人たちの内容を見たら、このくらいじゃないかとい

う感覚の中で予算を計上したという理解でよろしいんですね。 

○委員長（内藤久歳君） 相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 委員のおっしゃるとおり、前年度結婚なされた方々、甲

斐市のですね。その方の所得状況等見た上でやりましたので、当然それがイコールというこ

とは当然ありませんけれども、若干市としましても多めに見たんですが、結局、実際運営し

たところ、この15件という状況で、多分年度末へ行っても、そう増えるものではないとい

うふうな状況もありますんで、これはちょっとうちのほうの予算計上がちょっと過大だった

というところではあります。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これで市民活動支援課関係の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 
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休憩 午前１１時３１分 

 

再開 午前１１時３２分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、敷島支所及び双葉支所より２款総務費、１項総務管理費及び繰越明許費について

説明をお願いいたします。 

  寺島敷島支所長。 

○敷島支所長兼市民地域課長（寺島 信君） 大変お疲れさまでございます。 

  敷島支所市民地域課より今回の補正予算につきましてご説明させていただきます。 

  補正予算説明書の８ページ、９ページをお願いいたします。補正予算説明書については、

この薄いほうの補正予算のほうをお願いいたします。８ページ、９ページになります。 

  ２款総務費、１項総務管理費、７目支所及び出張所費でございます。補正前の予算額２億

2,418万5,000円に対しまして、補正額654万9,000円のうち、敷島支所分といたしまして、

敷島庁舎維持管理費に265万7,000円の増額をお願いするものでございます。合計２億3,073

万4,000円となります。 

  内容につきましては、安心甲斐・市民支援事業によります新型コロナウイルス感染症予防

対策といたしまして、公共施設への空気清浄機の設置とトイレ等感染症対策いたしまして、

トイレの飛沫防止対応の改修工事を行いものでございます。詳細につきましては、空気清浄

機５台分の備品購入費といたしまして60万円、また５か所のトイレの改修工事といたしま

して205万7,000円の合計265万7,000円の補正をお願いするものでございます。 

  また、補正予算説明書の14ページのとおり、繰越明許費の補正も併せてお願いするもの

でございます。 

  ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 向山双葉支所長。 

○双葉支所長兼市民地域課長（向山治子君） お疲れさまです。 

  双葉支所市民地域課より２月補正予算について説明させていただきます。 

  同じく薄いほうの補正予算説明書の８ページ、９ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、７目支所及び出張所費であります。補正額654万9,000円

のうち双葉支所分として、双葉庁舎維持管理費389万2,000円の増額をお願いするものであ
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ります。 

  内容につきましては、安心甲斐・市民支援事業の新型コロナウイルス感染対策として、不

特定多数の人が利用する庁舎トイレを飛沫防止対応に改修する工事で、男女トイレ便座８台

の自動化工事329万2,000円と、不特定多数の人が集まる庁舎に空気清浄機を設置する費用

で、双葉庁舎事務室に大２台、会議室に小３台の設置等に係る備品購入費60万円の合計389

万2,000円の補正をお願いするものであります。 

  また、補正予算説明書14ページのとおり、繰越明許費の補正も併せてお願いするもので

ございます。 

  よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより委員の質疑を行います。 

  質疑等ありますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 一応トイレ等のね、さっきも庁舎の関係で聞いたら、その関係で支所

もやるということなんで、ちょっと金額がね、双葉の120万円はちょっと多いんだけれども、

これはどんなふうな感じで、敷島支所より工事請負費が120万円くらい違うけれども、その

辺ちょっと。 

○委員長（内藤久歳君） 宮川係長。 

○庶務係長（宮川佳子君） 双葉の庁舎につきましては、トイレの台数が８台ございまして、

そちらの、敷島庁舎は５台、双葉のほうは８台ということで、その差になります。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） それは分かりました。 

  あと、ちょっと気になるのは、敷島の場合の出張所、出張所ね。睦沢、吉沢、清川かな、

の出張所のほうはここの担当じゃないのかな。ちょっとそれもどう。この辺も違う。 

○委員長（内藤久歳君） 長田部長。 

○生活環境部長（長田裕二君） お答えします。 

  出張所につきましては、３地区出張所がございます。あそこの施設については、睦沢地区、

吉沢地区、清川地区ふれあい館という名称になっておりまして、建物自体は生涯学習文化課

の担当になりますので、そちらのほうでそういう計画があると思います。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 
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○委員（赤澤 厚君） 悪いね。ちょっと所管がちょっと違う。ふれあい文化館のほうでまた

これ、予算盛って、これは担当が違うから、ここで説明は分からんかもしれんけれども。 

〔「補正予算説明書の13ページに予算要求があるから、地域ふれあい

館管理費」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 長田部長。 

○生活環境部長（長田裕二君） お答えします。 

  ３地区のふれあい館についても、全て導入予定ということでなっております。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ありがとうございました。ちょっと所管が違うんで、申し訳ないね。

そこの所管だと思って聞いたわけ。 

  やっぱり基本的にはああいった支所も、多くの人が、地域の人が使うんで、それもちょっ

と徹底してもらおうと思って、確認です。ありがとうございました。すみません。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で敷島支所及び双葉支所関係の質疑を終了

します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時４０分 

 

再開 午前１１時４１分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、教育総務課より10款教育費、１項教育総務費から３項中学校費及び繰越明許費

まで一括で説明をお願いいたします。 

  名取教育総務課長。 

○教育総務課長（名取藤吾君） お疲れさまでございます。 

  教育総務課関係の補正予算につきましてご説明いたします。 

  資料につきましては、冊子となっている厚い補正予算書とホチキス止めとなっている薄い

補正予算書を使用いたしますので、よろしくお願いいたします。 
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  まず、議案第２号 令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第10号）から、冊子となって

いる厚い説明書でよろしくお願いいたします。 

  教育総務課の補正予算は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により開催が書面決議等に

変更となり、教育委員が出席予定でありました県外での総会、研修会に係る費用の減額でご

ざいます。 

  冊子となっている補正予算説明書28ページ、29ページをお願いいたします。 

  中ほどですが、10款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、01教育委員会運営費、

補正前の額128万9,000円から12万9,000円を減額し、116万円とするものでございます。 

  その下、２目事務局費、10事務局費のうち、教育総務課で22万3,000円を減額させていた

だきます。財源内訳は全額一般財源でございます。 

  内容につきましては、教育委員会運営費の減額分と併せて新型コロナウイルス感染拡大の

影響により、開催が書面決議等になった関東甲信越静市町村教育委員会連合会、全国都市教

育長協議会研究大会及び関東地区都市教育長協議会総会の負担金や旅費を減額するものでご

ざいます。 

  続きまして、議案第43号 令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第11号）につきまして、

ホチキス止めの薄い資料でご説明いたします。 

  ホチキス止め資料の補正予算説明書10ページ、11ページをお願いいたします。 

  10ページ中ほどから下部分の10款教育費、２項小学校費、１目学校管理費は、補正前の

額９億9,367万8,000円に４億4,176万円を増額し、14億3,543万8,000円とするものでありま

す。財源内訳の国県支出金は国の学校施設環境改善交付金、地方債は学校教育施設等整備事

業債でございます。 

  05竜王南小学校費３億9,073万1,000円につきましては、竜王南小学校屋内運動場長寿命

化改修工事に伴う工事管理業務委託並びに工事請負費の増額補正をお願いするものでござい

ます。 

  内容につきましては、昭和51年に建築された竜王南小学校屋内運動場が45年を経過して

おり、老朽化しているため、基礎コンクリート及び骨組みとなる鉄骨の部分を残し、それ以

外の部分を全て改修する工事と工事の管理業務委託となります。 

  竜王南小学校の下、14小学校施設整備費5,102万9,000円につきましては、竜王東小学校

の内部環境改善工事の設計、工事管理及び工事費用の増額補正をお願いするものでございま

す。 
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  内容につきましては、校舎内部の普通教室以外の老朽化した空調の改修や照明をＬＥＤ照

明器具へ改修することに伴う内部環境改善工事の設計、工事及び工事管理でございます。 

  続きまして、ホチキス止め資料の補正予算説明書12ページ、13ページをお願いいたしま

す。 

  一番上から２段目の欄、10款教育費、３項中学校費、１目学校管理費、08中学校施設整

備費につきましては、補正前の額４億592万7,000円に6,432万5,000円を増額し、４億7,025

万2,000円とするものであります。財源内訳の国県支出金は国の学校施設環境改善交付金、

地方債は学校教育施設等整備事業債でございます。 

  08中学校施設整備費6,432万5,000円につきましては、竜王北中学校の内部環境改善工事

の設計、工事管理及び工事費用の増額補正をお願いするものでございます。 

  内容につきましては、竜王東小学校と同じく、校舎内部の普通教室以外の老朽化した空調

の改修や照明をＬＥＤ照明器具へ改修することに伴う内部環境改善工事の設計、工事及び工

事管理費用の増額補正をお願いするものでございます。 

  次に、ホチキス止め資料の補正予算説明書15ページ、繰越明許費資料をお願いいたしま

す。 

  繰越明許の理由につきましてご説明いたします。 

  15ページを横にしていただいて、一番下と下から２番目の欄ですが、先ほど説明いたし

ました10款教育費、２項小学校費、１目学校管理費、05竜王南小学校施設整備費の竜王南

小学校屋内運動場長寿命化改修工事に伴う工事管理業務委託並びに工事費、同じく１目学校

管理費の14小学校施設整備費、竜王東小学校の内部環境改善工事の設計、工事管理及び工

事、また17ページ、一番下の欄、10款教育費、３項中学校費、１目学校管理費の08中学校

施設整備費、竜王北中学校の内部環境改善工事の設計、工事管理及び工事、これら３件につ

きましては、本年１月28日に交付金の内示があったもので、本年度内に工事を完了する見

込みがないため、予算の繰越しを行う必要があることから、繰越明許費をお願いするもので

ございます。 

  なお、竜王南小学校屋内運動場につきましては、令和４年度早々に発注し、令和４年度末

には工事完了を、竜王東小学校、竜王北中学校後者内部環境改善工事につきましては、令和

４年度早々に設計監理を発注し、７月末までに設計完了、８月には工事を発注し、令和４年

度末までの工事完了を予定しております。 

  以上でございます。ご審議よろしくお願いいたします。 
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○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 学校管理費の竜王南小ということで、これ、昨年度からかな、敷島南

小、北小も今年度大体仕上がったようだけれども、あと何件か、確認で、甲斐市の中の体育

館の修繕予定はどのくらいあるのか、ちょっと教えてもらえますか。 

○委員長（内藤久歳君） 徳井係長。 

○施設係長（徳井雄一君） 今後の予定につきましては、竜王西小学校、玉幡中学校、双葉中

学校の武道場が５年以内の計画に入っています。 

  ほかのものにつきましては、老朽化がそこまで進んでないので、順次調査をしながら、計

画に入れていきたいと思っています。よろしくお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 当面あと３つかな。それで、これは国の補助金がつかないと、なかな

かできないということだよね。今年度は単年度で南小がついたということで、去年、北小も、

幸い今年の予定が前年度ついたということで、これは本当に皆さんの努力のおかげだと思う

んだけれども、できるだけね、こういった結構みんな老朽化している、我々から見た目も結

構老朽化しているの分かるんで、できるだけ安心して子供たちが使えるような施設にまたで

きるだけ頑張っていただいて、予算を早く国のほうからもらうような体制を今後進めてもら

えばありがたいなと思います。 

  別件でいいですか、委員長。 

○委員長（内藤久歳君） はい、どうぞ。 

○委員（赤澤 厚君） 学校施設の整備費ということで、小・中学校の老朽化しているという

こと、これ、ちょっと聞いた話で、これ、正確かどうかちょっと申し訳ない。結構こういっ

た設備というのは、公共の施設の整備というのはリースでやっているという話もよく聞くん

だけれども、その辺のところは皆さんは承知していますか。 

  こういった施設のものに対して、リースで行うというような形で今、結構やっているよう

な、民間がね、とか聞いた話があるんだけれども、その辺のところ把握していますか。 

○委員長（内藤久歳君） 徳井係長。 

○施設係長（徳井雄一君） 営業などがありまして、リース業者も複数来ます。ただし、国庫
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補助を使っての整備を行って、それに対して起債等を充当する中で、一般財源の持ち出しと

しては、リースだと国庫補助の対象にならないので、起債も起こすことができません。なの

で、一番市に有利なやり方として、予算の平準化にはならないんですが、国庫補助を活用し

ながらの整備が一番よいではないのかということで、こういった形の整備を進めています。

よろしくお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） これは、ちょっとそんな情報を得たんで、当然国のほうから補助金も

らっていると、なかなかこういったものは難しいかなと思うんですけれども、また最近結構

ね、そんなふうなものも結構利用しているという話を聞いた経緯もあるんで、できるだけこ

ういったものも研究をしながら、できるだけ安く、利用価値のいいものを今後も、もし利用

できるものがあったら取り入れていくことも必要だと思うんで、そういった研究も今後続け

てもらえばありがたいなと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時５５分 

 

再開 午前１１時５７分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、学校教育課より10款教育費、１項教育総務費から５項幼稚園費及び繰越明許費

まで一括で説明をお願いいたします。 

  坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） 大変お疲れさまです。よろしくお願いいたします。 

  それでは、学校教育に関係いたします補正予算につきまして説明をいたします。 

  最初に、補正予算（第10号）に関わる分について説明をいたします。 

  補正予算説明書の厚い冊子のほうになりますが、28ページ、29ページをお願いをいたし
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ます。 

  10款教育費、１項教育総務費、２目事務局費のうち、11学校庶務費1,074万6,000円の減

額補正をお願いするものです。財源内訳は全額一般財源であります。 

  内容でございますが、新型コロナウイルス対策により中止となった小・中学校芸術鑑賞教

室と修学旅行等の校外学習に関わるバス増便に対する補助金の減額及び県外体育大会等補助

金を減額するものです。 

  次に、２目学校ネットワーク管理費につきましては、補正前の額9,211万6,000円に660万

4,000円の増額をお願いし、9,872万円とするものであります。財源内訳は公立学校情報機

器整備費補助金173万2,000円、同じく78万7,000円でありまして、残りは一般財源となって

おり、02学習系ネットワーク管理費660万4,000円の増額補正をお願いするものです。 

  内容でございますが、甲斐市ＧＩＧＡスクール構想において、本年度のアクセスポイント

管理システムの年間サポート委託、グーグルの各種アプリの年間サポート委託、ＧＩＧＡス

クールサポーター委託料、フィルタリングソフト年間ライセンスの確定に伴い減額があった

一方、令和４年度の児童・生徒数及び学級数の増に伴い、タブレット端末及び充電保管庫の

補充とＷｉ－Ｆｉアクセスポイントの増設が必要になったことから増額するものであります。 

  なお、タブレット端末及び充電保管庫の補充とアクセスポイントの増設に伴う委託料、工

事請負費、備品購入費につきましては、年度内に整備が完了する見通しが立たないため、予

算の繰越しを行うものであります。 

  次に、２項小学校費、２目教育振興費につきましては、補正前の額１億942万9,000円か

ら76万5,000円の減額をお願いし、１億866万4,000円とするものであります。財源内訳は全

額一般財源であり、12小学校就学援助奨励費76万5,000円の減額補正をお願いするものであ

ります。 

  内容でございますが、今年度の新入学児童への入学準備費の執行額が確定し、また来年度

新入学児童への入学準備費の不用額を減額補正するものです。 

  続きまして、補正予算説明書の30、31ページをお願いします。 

  ２項小学校費、３目学校保健費、01小学校保健衛生費につきましては、補正前の額2,708

万8,000円に350万9,000円の増額をお願いし、3,059万7,000円とするものです。財源内訳の

国県支出金175万1,000円は国庫支出金の学校保健特別対策事業費補助金で、残りの175万

8,000円は一般財源となり、01小学校保健衛生費につきまして、350万9,000円の増額をお願

いするものです。 
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  内容につきましては、国の学校保健特別対策事業費補助金を活用し、児童、教職員の感染

症対策に必要となる物品の購入に関わる経費となり、各学校で消毒や手洗い石けんなどの消

耗品やパーティションなどの備品購入を予定しております。 

  なお、感染症対策に必要となる物品の購入に関わる経費につきましては、全額繰越明許し、

令和４年度に執行いたします。 

  続きまして、３項中学校費、２目教育振興費につきましては、補正前の額１億2,243万

5,000円から582万2,000円の減額をお願いし、１億1,661万3,000円とするものであります。

財源内訳は全額一般財源であり、01から05各中学校費と06中学校就学援助奨励費と合わせ

て582万2,000円の減額補正をお願いするものです。 

  内容でございますが、県総合体育大会参加バス等の借上料の不用額及び新型コロナウイル

ス感染症により合唱発表会等の学校行事中止に伴い不要となったバスの借上料の減額及び今

年度の新入学生徒への入学準備費の執行差額を減額するものです。 

  次に、３項中学校費、３目学校保健費につきましては、補正前の額1,320万1,000円に167

万6,000円の増額をお願いし、1,487万7,000円とするものであります。財源内訳は国県支出

金83万7,000円は国庫支出金の学校保健特別対策事業費補助金で、残りの83万9,000円は一

般財源となり、01中学校保健衛生費167万6,000円の増額補正をお願いするものです。 

  内容につきましては、先ほどの小学校同様、国の学校保健特別対策事業費補助金を活用し、

生徒、教職員の感染症対策に必要となる物品の購入に関わる経費となります。 

  なお、物品の購入に関わる経費につきましては、全額繰越明許し、令和４年度に執行いた

します。 

  続きまして、４項学校給食費、１目給食センター費につきましては、補正前の額３億

5,049万8,000円から485万4,000円の減額をお願いし、３億4,564万4,000円とするものであ

ります。財源内訳のその他488万2,000円の減額は、小・中学校給食費現年分で、一般財源

２万8,000円は、分散登校に伴う食材のキャンセル分による増額となり、併せて03給食セン

ター運営費485万4,000円を減額補正するものです。 

  内容でございますが、敷島・双葉の両給食センターの給食賄い材料費の実績見込みによる

減額となります。 

  続きまして、２目学校給食費につきましては、補正前の額２億5,821万2,000円から629万

3,000円の減額をお願いし、２億5,191万9,000円とするものであります。財源内訳は、その

他596万2,000円の減額は、小・中学校給食費現年分で、残りは一般財源で、01学校給食費
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629万3,000円を減額補正するものです。 

  内容でございますが、竜王地区９校におきまして、給食賄い材料費の実績見込みによる減

額をするものです。 

  続きまして、５項幼稚園費、１目幼稚園費につきまして、補正前の額3,516万1,000円か

ら678万2,000円の減額をお願いし、2,837万9,000円とするものであります。財源内訳につ

いては、国県支出金508万6,000円は国庫負担金の子育てのための施設等利用給付交付金339

万1,000円の減額及び県負担金の私立幼稚園等施設等利用費負担金169万5,000円の減額で、

残りは一般財源で、06子ども・子育て支援事業678万2,000円の減額補正をお願いするもの

です。 

  内容でございますが、新入園児が見込みより少なく、給付対象園児が減少したことに伴う

不用額を減額するものです。 

  続きまして、予算説明書38ページから40ページ、繰越明許費資料をお願いをいたします。

横になります。 

  予算科目、10款教育費、１項教育総務費、４目学校ネットワーク費につきましては、令

和４年度の児童・生徒数、学級数の増に伴い、タブレット端末及び教室に設置する充電保管

庫の補充及びＷｉ－Ｆｉアクセスポイントの整備について、年度内の完了が困難なため、委

託料、工事請負費、備品購入費を翌年度に繰り越すものであります。 

  次に、10款２項小学校費、２目学校保健費につきましては、39ページの竜王小学校から

40ページの双葉西小学校までの11校における10節需要費及び17節備品購入費でありまして、

補正予算の際に説明しましたとおり、児童、教職員の感染症対策に必要となる物品の購入経

費について、年度内に完了が困難なため、需要費、備品購入費を翌年に繰り越すものであり

ます。 

  次に、40ページ、10款３項中学校費、２目学校保健費につきましても、竜王中学校から

双葉中学校までの５校における10節需要費及び17節備品購入費でありまして、財源内訳及

び内容につきましては、先ほどの小学校と同様であります。 

  それでは、次に第11号に関わる補正予算について説明をいたしますので、薄いホチキス

止めの別冊の補正予算説明書の10、11ページをお願いをいたします。 

  10款教育費、１項教育総務費、２目事務局費につきましては、補正前の額３億9,092万

1,000円に8,902万4,000円の増額をお願いし、４億7,994万5,000円とするものであります。

財源内訳は全額一般財源となっており、11学校庶務費8,902万4,000円の増額補正をお願い
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するものであります。 

  内容でございますが、安心甲斐・市民支援活動のＡ４一枚の資料も併せてご覧いただきた

いと思います。 

  新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業、安心甲斐・市民支援事業の

うち、⑨教育支援として、保護者の経済的負担を軽減するため、小・中学校に通う児童・生

徒の保護者が負担する学習教材の購入費を補助するものであります。 

  学習教材費は、各学校で授業や家庭学習で使用する算数や国語のドリルの購入や図工や技

術家庭科の実習に伴う教材の購入などに充てられ、通常は保護者から集金をしております。

今回、令和３年度の市内小・中学校の学習教材費の平均的な金額を基に、児童・生徒１人当

たりの補助額を小学校は9,000円、中学校２万3,000円を上限としており、コロナ禍におけ

る保護者負担を軽減する内容となっております。 

  続きまして、補正予算説明書の12、13ページをお願いをいたします。 

  ２項小学校費、３目学校保健費、01小学校保健衛生費につきましては、補正前の額3,059

万7,000円に3,854万4,000円の増額をお願いし、6,914万1,000円とするものであります。財

源内訳は全額一般財源となっており、01小学校保健衛生費3,854万4,000円の増額補正をお

願いするものです。 

  内容でございますが、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業、安心

甲斐・市民支援事業のうち、③感染症予防強化として、市内小学校の普通教室及び職員室に

空気清浄機219台を設置することにより、学校における感染症対策をさらに強化してまいり

ます。 

  次に、３項中学校費、３目学校保健費、01中学校保健衛生費につきましては、補正前の

額1,487万7,000円に1,496万円の増額をお願いし、2,983万7,000円とするものであります。

財源内訳は全額一般財源となっており、01中学校保健衛生費1,496万円の増額補正をお願い

するものです。 

  内容でございますが、小学校と同じく、感染症予防強化として、市内中学校の普通教室及

び職員室に空気清浄機85台を設置するものであります。 

  次に、補正予算説明書15ページになりますが、繰越明許資料をお願いをいたします。横

判となります。 

  予算科目、10款教育費、１項教育総務費、１目学校管理費につきましては、先ほど増額

補正の際にご説明したとおり、小・中学校に通う児童・生徒の保護者が負担する学習教材の
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購入費を補助するもので、年度内に補助事業を完了することは困難なため、需要費、役務費、

負担金補助及び交付金を翌年度に繰り越すものであります。 

  続きまして、16ページをお願いをいたします。 

  予算科目、10款教育費、２項小学校費、３目学校保健費につきましては、市内小学校に

空気清浄機219台を設置することにより、コロナ感染症対策をさらに強化するものであり、

購入経費については、年度内に完了が困難なため、備品購入費を翌年に繰り越すものであり

ます。 

  次に、予算科目、10款教育費、３項中学校費、３目学校保健費につきましては、小学校

同様に、空気清浄機85台を設置するものであり、購入経費については、同じく年度内に完

了が困難なため、備品購入費を翌年に繰り越すものであります。 

  以上で補正予算についての説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いをいたします。 

  以上となります。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑ございませんか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 29ページの学校庶務費のところで、修学旅行当等の当然ね、今年度

いろいろな関係の中で大変難しい状況で、前も課長のほうから説明を受けたんだけれども、

何か中学で１校だけ、何か行けなかったという経緯がある。その辺、ちょっと再度教えてい

ただけますか。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） その１校は、比較的大きな中学校、規模として市内でも一番

大きな学校になりまして、その人数が、９月に修学旅行が決定していたんですが、第５波と

直接当たってしまい、その後、10月、11月の早い時期に行けることを模索したんですが、

その人数を受け入れられる近隣のところでの場所がなかったということでした。 

  実は、その学校も最後、３月に、卒業前にもう一回修学旅行へ行くことを計画もしたとこ

ろなんですが、今回の第６波に伴い、それについても中止せざるを得なかったというような

経緯になっております。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 
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○委員（赤澤 厚君） その辺の経緯もちょっと耳に私も聞いたこともあるんだけれども、結

局、生徒に対しては、修学旅行の代わりに何らかの思い出づくりというかな、ものみたいの

は、代わりの何かの計画ももうできないと。何もできないという状況なんですか。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） もちろん学校内でのその他の行事については、ある程度実施

はできています。 

  やはり一番最後の思い出というと、卒業式となろうかと思いますので、その卒業式につい

ては、保護者も含めて、教職員と生徒が最後の事業という形になれるよう、今、計画をして

いるところになります。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ちょうどこの機会だから、この前も一応要望していたんだけれども、

やっぱり学校のこういう事業というのは、校長先生の判断という説明を前受けたんだけれど

も、基本的に校長先生の判断に任せると、校長先生独自の負担となると、なかなか難しいこ

とも事実なんだよね。 

  その辺を、やっぱり教育委員会もある程度一緒になってその辺のところを対応したほうが

いいような気がするんで、この前一回もう言った経緯もあるんだけれども、ぜひ次年度に向

かっては、その辺のところを十分考慮してしていただきたいなと思うんで、その辺のお考え

をお聞きしたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） 学校は幾つかの大きな、特に修学旅行といった大きな行事を

延期または中止するときには、もちろん教育委員会にも相談がございまして、教育委員会と

一緒に学校長、また教頭と、また学年の担当の職員等と話合いを重ねて、延期または中止と

いうふうなことを決定しております。 

  今年度、前年度、本当に残念なところが１つあったわけですので、そこら辺、同じ事が起

こらないような対応をできるだけするところであります。 

  教育委員会と一緒にそのあたりについては考えてまいりたいと考えております。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 再度、基本的にあまり本当に校長先生をはじめ、本当に先生方はご苦

労なさっているんだね。やっぱり精神的なかなり疲労も多くて、当然職員の皆さんも頑張っ

てくれているんだけれども、その辺のところを、できるだけ教育委員一体となってやっぱり
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乗り越えていってもらいたい。これは要望で結構ですが、またよろしくお願いをしたいと思

います。 

  別件で。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 給食センター運営費の減額ということで、400万円、学校のほうは

600万円という形になってあるんだけれども、これ、賄いの食材費という形の中で、当然こ

の学校給食、休業したり、時間差登校したりということで、その仕入れの業者、当然市内の

業者にも何軒かあるし、かなり結構、それじゃなくても、今、苦しい状況にあって、この辺

のところのどういう対応することがなかなか難しいかもしれないんだけれども、その辺のと

ころ、何か対応した経緯かなんかあるんですか。その辺のところはどうなんですか。 

○委員長（内藤久歳君） 山田センター長。 

○敷島・双葉学校給食センター所長（山田郁子君） お答えいたします。 

  分散登校に伴いまして、食材のキャンセルなどが発生するような状況もございましたが、

できるだけキャンセルをしないように、後の献立に回すですとかというようなことは考えて

いるんですけれども、業者さんのほうも、給食運営に理解を示して、協力してくださってい

ますので、今後もこちらもそのような食材の購入に関しては、皆さんの協力で成り立ってい

るというところを肝に銘じて取り組んでまいりたいと思っております。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 本当ありがとうございます。 

  正直言って、市内業者も結構こうやって給食の食材というのは、今、個人、なかなかお客

さんが大手のところへ行って、個人店は厳しい状況。それでも、こうやって食材として給食

センターあたりで利用してもらって、本当感謝しているんですよね。 

  そういった面では、今回はこういったコロナということで、業者も十分理解はしているけ

れども、行政としても、できるだけこういったフォローをしながら、お互いに協力していた

だければありがたいな。我々としても、やっぱり市民の商店のことを考えると、できるだけ

行政もその辺を一体となって考えて今後もいただけたらありがたいなと思います。これ、要

望で結構ですが、今後よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 
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  これで学校教育課関係の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 零時２１分 

 

再開 午後 零時２３分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、生涯学習文化課より10款教育費、６項社会教育費及び繰越明許費について一括

で説明をお願いいたします。 

  髙須生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） それでは、よろしくお願いいたします。 

  初めに、生涯学習文化課の２月補正（第10号）について説明をさせていただきます。 

  今回の補正につきましては、新型コロナウイルス感染拡大による事業等の中止に伴う予算

の削減、減額補正及び県事業の農道拡幅工事に伴う埋蔵文化財調査事業について、中北農務

事務所の用地買収遅延により発掘調査を令和４年度に実施するためなどの理由により、予算

の減額補正をお願いするものであります。 

  初めに、厚いほうの補正予算説明書30ページ、一番下をお願いいたします。 

  10款教育費、６項社会教育費、１目社会教育総務費につきましては、補正前の額9,365万

9,000円から20万円の減額をお願いし、9,345万9,000円とするものであります。 

  31ページ、説明欄の12竜王中部公園セミナーハウス管理運営費につきましては、ふれあ

いまつりが新型コロナウイルス感染拡大により中止となったため、実行委員会の補助金を減

額補正するものであります。 

  続きまして、32ページをお願いいたします。 

  ２目公民館費につきましては、補正前の額9,289万円から90万円の減額をお願いし、

9,199万円とするものであります。 

  33ページの説明欄、10項民間庶務費でありますが、これにつきましても、新型コロナウ

イルス感染が拡大したことにより、竜王南部公民館、双葉公民館及び睦沢、清川、吉沢の各

地域ふれあい館の祭りが中止となったため、実行委員会への補助金を減額補正するものであ

ります。 
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  続きまして、４目文化財保護費をお願いいたします。補正前の額2,744万6,000円から870

万5,000円の減額をお願いし、1,874万1,000円とするものであります。財源内訳につきまし

ては、国県支出金として、国の文化芸術振興費補助金を136万9,000円の減額、諸収入とし

まして、県事業に伴う文化財調査受託事業収入664万3,000円の減額となっておりまして、

33ページの説明欄、02文化財保護事業206万2,000円の減額は、文化財保存活用地域計画策

定業務委託の入札差金117万7,000円のほか、文化財保存活用地域計画協議会の開催時間の

短縮、書面開催による委員報酬及び現地調査の一部を職員で実施したことによる作業員報酬

83万円の減額です。 

  そのほか、市指定無形民俗文化財の大久保の神楽ほか１件が中止となったことに伴う補助

金５万5,000円の減額であります。 

  また、03文化財調査事業664万3,000円は、宇津谷地内の県事業の農道拡幅工事に伴う埋

蔵文化財調査事業について、中北農務事務所の用地買収遅延により、文化財発掘調査を令和

４年度に実施することとなったため、令和３年度予算を全額を減額補正するものであります。

そのため、発掘調査経費につきましては、改めて令和４年度当初予算に計上させていただく

予定であります。 

  なお、発掘に係る調査費については、全額原因者である山梨県の負担であります。 

  続きまして、２月補正予算（第11号）について説明をさせていただきます。 

  薄いほうのホチキス止めの予算説明書12ページ、13ページをお願いします。 

  また、お手元にありますＡ４横の安心甲斐・市民支援事業のうち、③公共施設に空気清浄

機を整備、④トイレ、手洗い感染症対策改修となります。新型コロナウイルス感染予防強化

として、不特定多数の方々が出入りする公民館、文化会館等のトイレの改修と各部屋等に空

気清浄機を設置することにより、感染対策をさらに強化してまいります。 

  予算説明書12ページに戻っていただきまして、10款教育費、６項社会教育費、１目社会

教育総務費をお願いいたします。補正前の額9,345万9,000円に対しまして、494万7,000円

の増額をお願いし、9,840万6,000円とするものであります。財源内訳につきましては全額

一般財源であります。 

  13ページ、説明欄の12竜王中部公園セミナーハウス管理運営費494万7,000円は、洋式ト

イレ自動開閉蓋11か所の設置に411万1,000円及び空気清浄機９台の購入費83万6,000円であ

ります。 

  続きまして、２目公民館費をお願いいたします。補正前の額9,199万円に対しまして、



－59－ 

4,312万円の増額をお願いし、１億3,511万円とするものであります。財源内訳につきまし

ても、こちらも全額一般財源であります。 

  13ページ、説明欄の11竜王北部公民館管理運営費638万8,000円は、洋式トイレ自動開閉

蓋10か所の設置411万1,000円及び空気清浄機13台の購入費227万7,000円、13竜王南部公民

館管理運営費1,134万2,000円は、自動開閉蓋式の洋式トイレ等10か所、小便器自動水栓化

６か所、手洗い自動水栓化９か所の設置工事989万5,000円及び空気清浄機13台の購入費144

万7,000円です。 

  その下の14敷島公民館管理運営費103万4,000円は、空気清浄機８台の購入費です。 

  続いて、15地域ふれあい館管理運営費1,218万7,000円は、睦沢、清川、吉沢の地域ふれ

あい館に自動開閉蓋式洋式トイレ等を合計で12か所、小便器自動水栓化５か所、手洗い自

動水栓化５か所の設置工事1,108万1,000円及び空気清浄機合計10台の購入費110万6,000円

です。 

  その下の16双葉公民館管理運営費1,216万9,000円は、自動開閉蓋式洋式トイレ等10か所、

手洗い自動水栓化11か所の設置工事1,107万4,000円及び空気清浄機11台の購入費109万

5,000円であります。 

  続きまして、３目文化会館費をお願いいたします。補正前の額１億5,287万6,000円に対

しまして、3,219万2,000円の増額をお願いし、１億8,506万8,000円とするものであります。

財源内訳につきましては全額一般財源であります。 

  13ページ、説明欄の01敷島総合文化会館管理運営費961万4,000円につきましても、洋式

トイレ自動開閉蓋等で17か所、手洗い自動水栓化17か所の設置工事で856万9,000円及び空

気清浄機７台の購入費104万5,000円であります。 

  その下の02双葉ふれあい文化館管理運営費2,257万8,000円につきましても、自動開閉蓋

式トイレ等の設置32か所、手洗い自動水栓化４か所の設置工事2,074万6,000円及び空気清

浄機12台の購入費183万2,000円であります。 

  次に、16ページの繰越明許資料をお願いいたします。 

  繰越明許費の理由につきましてご説明いたします。 

  上から３つ目、10款教育費、６項社会教育費、１目社会教育総務費の竜王中部公園セミ

ナーハウス管理運営費から16ページ一番下の３目文化会館費、双葉ふれあい文化館の改修

工事に係る14節工事請負費及び空気清浄機購入に係る17節備品購入費につきましては、改

修等に時間を要するため、今年度中の完了が困難なことから、令和４年度に執行することと
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し、全額繰越明許をお願いするものであります。 

  説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ないようですので、委員の質疑を終了します。 

  これで生涯学習文化課関係の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 零時３４分 

 

再開 午後 零時３５分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、スポーツ振興課より10款教育費、７項保健体育費及び繰越明許費について一括

で説明をお願いいたします。 

  岸部スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長（岸部俊一君） お疲れさまでございます。 

  それでは、スポーツ振興課の補正予算について説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の32ページ、33ページをお願いいたします。 

  10款教育費、７項保健体育費、１目保健体育総務費につきましては、補正前の額9,142万

9,000円から600万円の減額をお願いし、合計8,542万9,000円とするものでございます。 

  内容について、19スポーツ振興補助事業の自治会体育事業補助金につきましては、新型

コロナウイルスの感染拡大防止のため、各自治会が実施している体育事業が中止となったた

め、補助金590万円を減額するものであります。また、県外スポーツ大会出場補助事業につ

きましては、自治会体育事業同様に、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、県外大会

自体が中止となったり、大会の出場を辞退したため、補助金10万円を減額するものであり

ます。 
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  次に、10款教育費、７項保健体育費、２目体育施設費につきましては、補正前の額１億

8,454万8,000円に775万7,000円の増額をお願いし、合計１億9,230万5,000円とするもので

ございます。財源内訳の地方債につきましては、公共施設等適正管理推進事業債として790

万円を増額し、その他社会体育施設使用料266万5,000円と学校体育施設使用料49万4,000円

は、新型コロナウイルスの影響により施設利用者の減少による使用料の減額であります。

301万6,000円は一般財源でございます。 

  内容につきましては、02体育館維持管理事業の敷島体育館の臨時清掃を予定しておりま

したが、ワクチン接種会場として引き続き使用するということでございますので、清掃委託

料33万6,000円を減額、竜王スポーツセンター及び双葉体育館の高木剪定委託料の執行差金

77万円を減額し、１月の総務教育常任委員会でも説明させていただきました玉幡体育館外

壁及び屋根等の劣化による設計委託料886万3,000円を増額して、合計775万7,000円をお願

いするものでございます。 

  次に、03屋外体育施設維持管理事業につきましては、体育館維持管理事業同様、新型コ

ロナウイルスの影響による施設利用者の減少により施設使用料の収入減が見込まれることか

ら、財源内訳のその他財源を29万6,000円減額し、同額を一般財源で増額する財源更正をお

願いするものであります。 

  次に、40ページの繰越明許資料をお願いいたします。 

  10款教育費、７項保健体育費、２目保健体育施設につきましては、先ほど説明いたしま

した玉幡体育館屋根、外壁等改修工事設計業務委託について、本年度内に完成する見込みが

ないため、予算の繰越しを行う必要があることから、繰越明許費886万3,000円をお願いす

るものでございます。 

  なお、工事費につきましては、金額が確定いたしましたら補正をお願いいたしまして、令

和４年度内に完成する予定でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより委員の説明に対する質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ちょっとこの際聞いておきたいんで、敷島体育館ね、今、集団接種で

行っているということで、現状、令和４年、先のあれになるけれども、４年度もある程度ワ



－62－ 

クチンでするというお話の中で、あそこの使用は禁止しているということで理解ですが。 

○委員長（内藤久歳君） 岸部スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長（岸部俊一君） これまで敷島体育館につきましては、ワクチン接種会場

として使用してきたところでございます。しかし、担当課のほうで３回目の接種対象人数も

おおむね確認できているということでございます。今後、個別接種や保健センターなどのほ

かの施設を検討していくというふうに伺っておりますので、接種会場としては今年の８月ま

でを期限として、担当課と協議を済ませているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これでスポーツ振興課関係の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 零時４２分 

 

再開 午後 零時４３分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、図書館より10款教育費、６項社会教育費及び繰越明許費について一括で説明を

お願いいたします。 

  保坂図書館長。 

○図書館長（保坂義実君） 大変お疲れさまです。 

  図書館に係ります２月補正予算（第10号）についてまずは説明をさせていただきます。 

  お手元の補正予算説明書、厚いほうの補正予算説明書の32、33ページをお願いいたしま

す。 

  10款教育費、６項社会教育費、５目図書館費、ナンバー12図書館資料購入事業でありま

すが、財団法人山梨県市町村振興協会より毎年交付を受けております市町村交付金の令和３

年度交付金の額の確定に伴いまして、特定財源のうち、その他財源へ交付金増額分の306万

3,000円を増額し、一般財源を306万3,000円減額する財源更正となります。 
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  続きまして、補正予算の第11号についてご説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書のホチキス止めのほうの薄い補正予算書をお願いいたします。 

  こちらの12ページのほうをお願いいたします。 

  10款教育費、６項社会教育費、５目図書館費、ナンバー11図書館施設管理事業1,926万

7,000円の増額補正をお願いするものであります。財源内訳につきましては全額一般財源と

なります。 

  内容につきましては、お手元に配付をしてございますＡ４判のカラーの印刷の安心甲斐・

市民支援事業のうち、左下の③番、感染症予防を強化するためにといたしまして、不特定多

数の人が利用する竜王図書館のトイレ及び手洗い機の改修と竜王、敷島、双葉各３図書館の

フロアをはじめ、読書室、会議室、それから視聴覚室等への各部屋に空気清浄機を設置し、

感染予防をさらに強化するものであります。 

  トイレの改修工事につきましては、竜王図書館の１階、２階の男女の和式トイレ４か所の

洋式化と、併せて10か所のトイレを蓋つきの自動開閉式としまして、手洗い場の蛇口３か

所の自動水栓化も行うものであります。改修に伴う工事の経費につきましては、合わせて

773万9,000円であります。 

  次に、空気清浄機の設置につきましては、竜王、敷島、双葉の各図書館の一般及び児童フ

ロアをはじめ、読書室、会議室、視聴覚室及び各事務室にそれぞれ面積に応じた容量の空気

清浄機を設置するものであります。空気清浄機の購入経費につきましては、３館合わせまし

て74台で、1,152万8,000円となります。 

  次に、繰越明許費につきましてご説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の17ページをお願いいたします。 

  トイレの改修及び空気清浄機の購入費用につきましては、改修等に時間を要することから、

全額を繰越明許とし、令和４年４月以降の事業執行とするものであります。 

  図書館の補正予算の説明につきましては以上となります。よろしくご審議のほどお願いい

たします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 
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  質疑がないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これで図書館関係の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 零時４７分 

 

再開 午後 零時４８分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  ここで市民活動支援課より先ほどの質問の回答がありますので、お願いいたします。 

  相川課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） 先ほど補正予算のところで加藤議員よりご質問のありま

した婚姻届の関係なんですが、この結婚生活の支援事業は、昨年の１月１日以降の婚姻が対

象となりますので、この１月末現在の婚姻の届出件数は406件になります。そのうちの15件

という形になるんですが、ご承知のとおり、婚姻届は全国どこの自治体へ出しても全く問題

ありませんので、実際その方が甲斐市に要するに住居を構えているかどうか、そこまでは担

当のほうでも把握しておりませんので、あくまでも参考数値という形で、約１年ちょっとの

届出数は406件、そのうちの15件で計算しますと、3.7％という数字になりますが、当然先

ほど言いましたとおり、分母が、必ずしも届出を出した方が甲斐市に住んでいない方、逆に

甲斐市外に届出を出して、甲斐市に住んでいる方もいらっしゃいますんで、必ずしもその率

が的確な数字であるかというと、ちょっと疑問が残るような状況になっています。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） これに対する質疑はよろしいですね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 以上で市民活動支援課を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の退室を行います。 

 

休憩 午後 零時５０分 

 

再開 午後 零時５０分 
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○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、経営戦略課より２款総務費、１項総務管理費及び繰越明許費について一括で説明

をお願いいたします。 

  丸山経営戦略課長。 

○経営戦略課長（丸山英資君） お疲れさまでございます。 

  経営戦略課から補正予算の内容の説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の８ページ、９ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、５目企画費、説明欄の07地域公共交通活性化再生総合事

業費につきまして、1,190万円の増額補正をお願いするものであります。財源につきまして

は一般財源と…… 

〔「ちょっと待って。２冊あるから薄いほうだって分かってない」と呼

ぶ者あり〕 

○経営戦略課長（丸山英資君） すみません、追加補正ですので、薄いほうの資料をお願いい

たします。 

  補正予算説明書の８ページ、９ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、１項総務管理費、５目企画費、説明欄の07地域公共交通活性化再生総合事

業費につきまして、1,190万円の増額補正をお願いするものであります。財源は一般財源と

なります。 

  本事業につきましては、さきにお配りしておりますＡ４判の資料、安心甲斐・市民支援事

業、新型コロナウイルスに負けない甲斐市応援プランの１つといたしまして、資料の右上の

黄色い帯の地域社会を守るために、⑤地域公共交通事業者支援といたしまして、バス、タク

シーの地域公共交通事業者に対し、燃料費高騰等対策として補助金を交付するものでありま

す。 

  内訳につきましては、18節負担金補助及び交付金の説明欄の07地域公共交通活性化再生

総合事業1,190万円、概要につきましては、冒頭でも説明いたしましたとおり、新型コロナ

ウイルスの感染症の拡大及び予防の影響によりまして市民が不要不急の外出を控えているこ

とから、地域公共交通の利用者数の減少が続く中、併せて昨年からの原油価格高騰は公共交

通事業者の負担の増額から経営悪化を招いているところでございます。これを受け、本市に

おきましては、市内に本店、営業所、事業所を置く地域公共交通事業者に緊急支援対策事業
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費補助金を交付することで、経営支援を行うものであります。 

  補助対象といたしまして、まずバス事業者であります山梨交通株式会社につきましては、

運行バス27路線、高速バス９路線の合計36路線に対し、１路線につき10万円として、合計

360万円を支給するものであります。 

  次に、タクシー事業者につきましては、市内に本店等を置くＹＫタクシー、合同タクシー、

玉幡第一タクシー、二葉タクシーの４事業所が保有する車両83台に対し、１台につき10万

円として、合計830万円を支給するものでありまして、バス及びタクシー事業の合計1,190

万円の補正となるものであります。 

  次に、繰越明許費についてご説明申し上げます。 

  補正予算説明書の14ページをお開きください。議案書につきましては６ページになりま

す。 

  繰越明許費資料の上から２段目、18節負担金補助及び交付金の説明欄のとおり、地域公

共交通緊急支援対策事業として1,190万円の繰越明許費の補正予算をお願いするものであり

ます。 

  内容につきましては、先ほど説明させていただきましたとおりでございまして、補正予算

可決後、各事業者への周知を始め、申請手続が必要であることから、本年度内の予算執行が

困難のため、繰越明許をお願いするものであります。 

  以上で２月定例会に追加提案させていただきました補正予算の説明を終わります。よろし

くお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  よろしいですか。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） 先ほど説明の中で、１台に対しというふうなお話だったんですけれど

も、これってあれですね。稼働しているものとか、例えば保有しているものとか、そういう、

どっちなんですかね。 

○委員長（内藤久歳君） 丸山課長。 

○経営戦略課長（丸山英資君） 今回につきましては、各事業所確認しまして、稼働している

保有台数ということで算出をしております。 
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  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了します。 

  これで経営戦略課関係の質疑を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 零時５５分 

 

再開 午後 １時０２分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、財政課より12款公債費及び13款諸支出金について一括で説明をお願いいたしま

す。 

  宮本財政課長。 

○財政課長（宮本 裕君） 大変お疲れさまでございます。 

  それでは、財政課がお願いいたします補正予算（第10号）の歳出につきましてご説明さ

せていただきます。 

  厚いほうの冊子になりますけれども、補正予算説明書の32、33ページをお願いいたしま

す。 

  12款公債費であります。１項公債費、１目元金、01元金342万2,000円の増額につきまし

ては、令和２年度新規借入分及び元利均等方式で償還している借入分の借入条件の確定に伴

う増額であります。 

  34ページ、35ページをお願いいたします。 

  ２目利子、01利子1,093万4,000円の減額につきましては、利率見直しにより利率が下が

ったこと及び令和２年度分として新規に借り入れた市債の借入利率決定に伴う減額でありま

す。 

  続きまして、13款諸支出金、１項基金費、１目財政調整基金費、01財政調整基金積立て

８億1,144万3,000円につきましては、今回の補正予算に伴う歳入歳出の差引額８億1,093万

1,000円と基金運用利子の確定に伴う51万2,000円の増額であります。 



－68－ 

  次に、２目減債基金費、01減債基金積立て３億1,735万円の増額につきましては、国の補

正予算により、普通交付税の算定において、令和３年度に限り臨時財政対策債償還基金費が

創設され、今年度に借り入れる臨時財政対策債の償還財源の一部が前倒しで普通交付税とし

て追加交付されたため、交付額と同額の３億1,732万4,000円を減債基金に積み立てるほか、

基金運用利子の確定に伴い２万6,000円を増額するものであります。 

  次に、８目公共施設等整備基金費、01公共施設等整備基金積立て２億16万7,000円の増額

につきましては、公共施設等総合管理計画に基づき、今後、施設の改修等を進めていく財源

とするため２億円を増額するほか、基金運用利子の確定に伴い16万7,000円を増額するもの

であります。 

  次に、９目土地開発基金費、01土地開発基金積立て11万円と、34、35ページをお願いい

たしまして、13目まちづくり振興基金費34万1,000円の増額につきましては、基金運用利子

の確定に伴い、それぞれ増額するものであります。 

  以上が一般会計補正予算（第10号）の説明となります。よろしくご審議をお願いいたし

ます。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  質疑がないようですので、委員の質疑を終了します。 

  続いて、歳入を行います。 

  ２款地方譲与税から22款市債まで一括で説明をお願いいたします。 

  宮本財政課長。 

○財政課長（宮本 裕君） それでは、引き続きよろしくお願いいたします。 

  それでは、このたびの一般会計補正予算（第10号）の10億8,309万9,000円につきまして、

財源となります歳入予算についてご説明いたします。 

  厚い冊子になりますけれども、補正予算説明書の６ページ、７ページをお願いいたします。 

  初めに、２款地方譲与税であります。３項１目１節森林環境譲与税8,000円の増額につき

ましては、追加配分の確定により増額するものであります。 

  次に、10款地方特例交付金であります。４項１目１節新型コロナウイルス感染症対策地
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方減収補塡特別交付金１億2,322万8,000円の増額につきましては、新型コロナウイルス感

染症の感染拡大のため、厳しい経営環境に直面している中小事業者等に対して、令和３年度

に限り償却資産と事業用家屋に係る固定資産税の負担を軽減することによる固定資産税減収

額について、全額特例交付金として交付されるため、増額するものであります。 

  次に、11款地方交付税であります。１項１目１節地方交付税13億3,960万7,000円の増額

につきましては、普通交付税の決定に基づく増額と、国の補正予算により今年度に借り入れ

る臨時財政対策債の償還財源の一部が前倒しで普通交付税に含まれて交付されたことなどに

伴い、増額するものであります。 

  次に、13款分担金及び負担金であります。１項負担金、３目衛生費負担金、１節保健衛

生費負担金26万円の減額につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、総合

健診の受診者が減となったことなどにより、健康診査の個人負担金などが減額となるもので

あります。 

  ５目農林水産業費負担金、１節農業費負担金222万8,000円の増額につきましては、高岩

頭首工本復旧工事に対する関係自治体の負担金の増額であります。 

  次に、14款使用料及び手数料であります。１項使用料、９目教育使用料、４節スポーツ

施設使用料345万5,000円の減額につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、

体育施設の貸出しを制限したことにより、社会体育施設使用料を266万5,000円、学校体育

施設使用料を79万円それぞれ減額するものであります。 

  次に、15款国庫支出金、１項国庫負担金であります。２目民生費国庫負担金、１節社会

福祉費負担金963万1,000円の増額につきましては、障がい者自立支援サービスの利用者や

利用回数が増加したことにより自立支援給付事業が増額となったため、障がい者自立支援給

付費負担金を増額するものであります。 

  ２節児童福祉負担金122万1,000円及び３節児童手当負担金2,584万2,000円の減額と、８

ページ、９ページをお願いいたしまして、４節児童扶養手当負担金666万6,000円の減額に

つきましては、助産・母子生活支援事業や児童手当及び児童扶養手当の決算見込みに伴い、

国庫負担金をそれぞれ減額するものであります。 

  ６節生活保護費負担金2,871万5,000円の増額につきましては、生活保護受給者の医療費

などの増に伴い、生活保護負担金を増額するものであります。 

  ３目衛生費国庫負担金、１節保健衛生費負担金7,833万8,000円の増額につきましては、

新型コロナウイルスの３回目のワクチン接種に係る医療機関への予防接種委託料に対して交
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付される新型コロナワクチン接種対策国庫負担金を増額するものであります。 

  ９目教育費国庫負担金、１節幼稚園費負担金339万1,000円の減額につきましては、新制

度未移行幼稚園の対象園児が減少したことにより、子育てのための施設等利用給付交付金を

減額するものであります。 

  次に、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金、２節児童福祉費補助金1,072万7,000円

の増額であります。内訳といたしまして、まず地域子ども・子育て支援事業交付金につきま

しては、児童館の会計年度任用職員職員の人件費に充当している補助金の補助率が変更にな

ったことにより61万9,000円を増額、保育対策総合支援事業費補助金につきましては、医療

的ケア児の保育支援委託料の決算見込みにより20万5,000円の減額、子ども・子育て支援事

業費補助金につきましては、児童手当特例給付所得上限限度額対応システムの改修費に対し

全額が交付されるため増額、保育士等処遇改善臨時特例交付金につきましては、保育士や幼

稚園教諭の収入を引き上げるために創設された保育士等処遇改善臨時特例交付金事業に基づ

き全額交付されるため増額するものであります。 

  次に、３目衛生費国庫補助金、１節保健衛生費補助金１億898万7,000円の増額につきま

しては、３回目のワクチン接種に係る接種券の郵送料や人材派遣及び会場設営の業務委託な

どに対し交付される新型コロナワクチン接種体制確保事業費補助金を増額するものでありま

す。 

  次に、７目土木費国庫補助金、１節土木費補助金49万4,000円の減額につきましては、木

造住宅耐震リフォーム事業費補助金や木造住宅耐震診断事業費補助金などが決算見込みによ

り減額となるため、財源である社会資本整備総合交付金を減額するものであります。 

  ２節道路橋梁費補助金19万5,000円の増額につきましては、道路メンテナンス事業費補助

金の追加交付に伴い増額するものであります。 

  ４節都市計画費補助金6,400万4,000円の減額につきましては、緑化センター跡地活用事

業における民有地の購入費及び物件補償費等の確定に伴い、都市公園事業費補助金を減額す

るものであります。 

  次に、９目教育費国庫補助金、１節小学校費補助金173万2,000円及び２節中学校費補助

金78万7,000円の増額につきましては、新年度の児童・生徒数及び学級数の増加などに伴い、

パソコン機器等の購入やネットワーク環境の整備を行うため、対象経費に対し交付される公

立学校情報機器整備費補助金を増額するものであります。 

  ４節社会教育費補助金136万9,000円の減額につきましては、文化財保存活用地域計画策
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定に係る経費の確定に伴い、文化芸術振興費補助金を減額するものであります。 

  ５節保健体育費補助金258万8,000円の増額につきましては、国の補正予算により、学校

等における感染症対策等支援事業として、３密を回避し、児童・生徒、教職員の感染症対策

に必要となる経費に対し、補助率２分の１の学校保健特別対策事業費補助金が交付されるた

め計上するものであります。 

  次に、16款県支出金であります。１項県負担金、２目民生費県負担金、１節社会福祉費

負担金555万8,000円の増額につきましては、国庫負担金と同様に、障がい者自立サービス

の利用者や利用回数が増加したことにより障がい者自立支援給付金を増額、２節児童福祉費

負担金61万円及び３節児童手当負担金535万3,000円の減額につきましては、助産・母子生

活支援事業や児童手当などの決算見込みに伴い、児童入所施設措置費等負担金及び児童手当

負担金をそれぞれ減額するものであります。 

  ９目教育費県負担金、１節幼稚園費負担金169万5,000円の減額につきましては、国庫負

担金と同様に、新制度未移行幼稚園の対象園児が減少したことにより、私立幼稚園等施設等

利用費県負担金を減額するものであります。 

  補正予算説明書10ページ、11ページをお願いいたします。 

  次に、２項県補助金、１目総務費県補助金、１節総務管理費補助金825万円の減額につき

ましては、結婚支援事業の決算見込みにより、結婚新生活支援事業費補助金を減額するもの

であります。 

  ２目民生費県補助金、１節社会福祉費補助金300万円の減額につきましては、身体障がい

者医療費助成事業の決算見込みに伴い、重度心身障がい者医療費助成事業費補助金を減額す

るものであります。 

  ２節児童福祉費補助金362万6,000円の減額につきましては、子ども医療費助成事業の決

算見込みに伴い、乳幼児医療費助成事業費補助金と乳幼児医療費支給事務費補助金を減額す

るほか、地域子ども・子育て支援事業交付金につきましては、児童館の会計年度任用職員の

人件費に充当している補助金の補助率が変更になったことにより減額、また保育対策総合支

援事業費補助金につきましては、医療的ケア児の保育支援委託料の決算見込みにより、それ

ぞれ減額するものであります。 

  ３目衛生費県補助金、１節保健衛生費補助金38万7,000円の減額につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症の影響に伴い、総合健診受診が減となったことなどにより、健康増進事

業費補助金を減額するものであります。 
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  ７目土木費県補助金、１節土木費補助金８万円の減額につきましては、木造住宅耐震診断

事業費補助金の決算見込みにより減額するものであります。 

  次に、３項委託金、１目総務費委託金、２節選挙費委託金346万1,000円の減額につきま

しては、昨年10月に執行いたしました衆議院議員選挙の精算に伴い、委託金を減額するも

のであります。 

  次に、17款財産収入であります。１項財産運用収入、２目１節利子及び配当金131万

4,000円の増額につきましては、基金運用利子の利率確定に伴う運用益の補正であります。 

  補正予算説明書12ページ、13ページをお願いいたします。 

  次に、19款繰入金であります。１項基金繰入金、１目１節財政調整基金繰入金２億8,604

万6,000円の減額につきましては、今回の補正予算における減額分の事業費の一般財源分を

財政調整基金へ戻すため、財政調整基金からの繰入金を減額するものであります。 

  12目１節地域振興基金繰入金62万2,000円の減額につきましては、競輪場外車券場等の売

上げ減少に伴い、地域振興基金繰入金を減額するものであります。 

  13目１節環境保全基金繰入金7,000円の増額につきましては、利子及び使用料の確定に伴

う増額分をバイオマス活用推進事業に充当するため、増額するものであります。 

  ２項特別会計繰入金、10目１節介護サービス特別会計繰入金80万5,000円の増額につきま

しては、令和２年度決算に基づき、特別会計繰出金の精算分を一般会計へ繰り入れるもので

あります。 

  次に、21款諸収入であります。３項受託事業収入、３目教育費受託事業収入、１節社会

教育費受託事業収入664万3,000円の減額につきましては、山梨県が施行する農道の拡幅工

事が遅延となったため、発掘調査費を対象とする文化財調査受託事業収入が減額となったも

のであります。 

  ５項雑入、１目雑入、１節総務費雑入336万3,000円の増額につきましては、財団法人山

梨県市町村振興協会市町村交付金の交付決定に伴い増額するほか、交通共済加入事務の事務

手数料等が引き上げられたことにより増額するものであります。 

  ６節商工費雑入400万円の減額につきましては、サテライト双葉における競輪や競艇等各

公営競技の売上げ減少に伴う減額であります。 

  ９節教育費雑入1,088万4,000円の減額につきましては、小・中学校給食費の決算見込み

に伴い減額するものであります。 

  次に、22款市債であります。１項市債、５目農林水産業債、６節防災・減災・国土強靭
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化緊急対策事業債970万円の増額につきましては、双葉北部圃場整備事業や高岩頭首工本復

旧工事の負担金に充当するため増額するものであります。 

  ７目土木債、５節防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債240万円の増額につきましては、

中村地区の急傾斜地崩落対策事業に充当するため増額するものであります。 

  ９目教育債、１節学校施設整備事業債790万円の増額につきましては、玉幡体育館の屋根

及び外壁等改修工事の設計委託料に充当するため増額するものであります。 

  12目１節合併特例債１億1,340万円の減額につきましては、緑化センター跡地活用事業に

おける用地購入費や物件補償費が確定したことにより減額するものであります。 

  14目１節臨時財政対策債１億円の減額につきましては、当初予算において12億円を計上

しておりましたが、発行可能額は11億5,811万7,000円でありました。この発行可能額のう

ち11億円を借りる予定でありますので、１億円を減額するものであります。 

  以上が一般会計補正予算（第10号）の歳入の説明となります。 

  続きまして、一般会計補正予算（第11号）、16億5,475万2,000円につきまして、財源と

なります歳入予算についてご説明をいたします。 

  薄いほうの冊子になります。補正予算説明書の６ページ、７ページをお願いいたします。 

  初めに、15款国庫支出金であります。２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節総

務管理費補助金３億572万5,000円の増額につきましては、国の補正予算に伴い、新型コロ

ナウイルス地方創生臨時交付金を計上するものであります。 

  次に、９目教育費国庫補助金、１節小学校費補助金7,108万3,000円の増額及び２節中学

校費補助金2,165万5,000円の増額につきましては、国の補正予算により、竜王南小学校の

屋内運動場長寿命化改修工事や竜王東小学校及び竜王北中学校の空調設備改修工事などに係

る経費につきまして、学校施設環境改善交付金の内示があったため計上するものであります。 

  次に、19款繰入金であります。１項基金繰越金、１目１節財政調整基金繰越金４億5,818

万9,000円の増額につきましては、今回の補正予算の財源不足分を財政調整基金から繰り入

れるものであります。 

  なお、財政調整基金につきましては、今回の一般会計補正予算（第10号）及び（第11

号）における積立てと繰入れによりまして、現時点での年度末現在高見込額は44億7,957万

9,000円という状況であります。 

  次に、21款諸収入であります。５項雑入、１目雑入、６節商工費雑入３億8,500万円の増

額につきましては、プレミアム付商品券事業に係る商品券の販売代金を計上するものであり
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ます。 

  次に、22款市債であります。１項市債、９目教育債、１節学校施設整備事業債４億1,310

万円の増額につきましては、竜王南小学校、竜王東小学校及び竜王北中学校の工事に充当す

る事業債を増額するものであります。 

  地方債の現在高の見込みに関する調書につきましてご説明いたしますので、補正予算説明

書の18ページをお開きください。 

  表の一番下の合計欄の中ほどの起債見込額にありますとおり、補正第10号を含めた補正

前の起債見込額32億4,971万円に今回の補正第11号の補正額４億1,310万円を増額いたしま

すと、本年度の起債の発行見込額は36億6,281万円となり、一番右の列にありますとおり、

令和３年度末の現在高は231億3,801万3,000円となる見込みであります。 

  以上が補正予算（第10号）の歳入予算の説明であります。よろしくご審議をお願いいた

します。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ないようですので、委員の質疑を終了します。 

  これで財政課関係の歳出及び歳入の質疑を終わります。 

  以上で議案第２号 令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第10号）及び議案第43号 令

和３年度甲斐市一般会計補正予算（第11号）の質疑を終了します。 

  これより本委員会に付託されました議案第２号 令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第

10号）について、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了します。 

  これより議案第２号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第２号を終わります。 

  次に、議案第43号 令和３年度甲斐市一般会計補正予算（第11号）について、討論、採

決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了します。 

  これより議案第43号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告についてはご一任願います。 

  以上で議案第43号を終わります。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 １時２５分 

 

再開 午後 １時２７分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  続いて、議案第７号 令和３年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

  歳入歳出一括で当局より説明をお願いいたします。 

  相川市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（相川泰史君） それでは、市民活動支援課より議案第７号 令和３年度

甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）の説明させていただきます。 
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  補正予算説明書の100ページ、101ページをお願いいたします。 

  今回の補正は、令和２年度の繰越金の確定に伴う財源の更正を行うもので、予算額全体の

増減等はございません。 

  初めに、歳入について説明します。 

  ２款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額41万2,000円は、令和２年度の繰越額の確

定に伴う増額補正になります。 

  ３款諸収入、１項貸付金元利収入、１目住宅新築資金貸付金元利収入、補正額24万7,000

円の減額、併せて２目の宅地取得資金貸付金元利収入補正額16万5,000円の減額は、先ほど

説明しました繰越金の増額補正分を元利収入で減額補正を行うものでございます。 

  続きまして、めくっていただきまして、102、103ページの歳出について説明させていた

だきます。 

  １款事務費並びに２款の公債費につきましては、ともに一般財源を増額し、同額の特定財

源を先ほどで歳入で減額しました元利収入を減額するもので、財源更正のみとなっておりま

す。 

  以上、住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算の説明を終わります。ご審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、委員の質疑を終了します。 

  以上で議案第７号の質疑を終わります。 

  これより議案第７号 令和３年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１

号）について、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終了します。 

  これより議案第７号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第７号を終わります。 

  以上をもちまして、本委員会に付託された議案審査は全て終了しました。 

  慎重審議ご苦労さまでした。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 １時３０分 

 

再開 午後 １時３１分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、教育総務課よりその他がありますので、説明を求めます。 

  名取課長。 

○教育総務課長（名取藤吾君） 引き続きよろしくお願いします。 

  教育総務課から甲斐市学外適応指導教室運営に関する甲斐ゼミナールとの連携協定につい

て説明させていただきます。 

  資料につきましては、総務教育常任委員会資料、紙２枚物の資料ですので、よろしくお願

いいたします。 

  資料１ページをお願いいたします。 

  まず、経緯ですが、市内小学校５、６年生と中学生のうち心理的、情緒的な理由により学

校に登校ができない状態にある児童・生徒の学校生活への復帰や社会的自立を支援するため

に、教育委員会では適応指導教室オークルームを竜王、双葉の２か所に設置し、学習支援を

行っています。現在、コロナ禍の影響等により、全国的に児童・生徒の不登校が増加傾向に

ありまして、本市においても同じ傾向にあるため、オークルームへ通級する児童・生徒が増

加しております。 

  一方、県内学習塾の甲斐ゼミナールでは、不登校の児童・生徒の新たな居場所づくりとし

て、フリースクールを甲府駅の北口で開設していることから、不登校対策の一環として、不
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登校児童・生徒の進学も含めた学習面等の指導についてノウハウを持っている甲斐ゼミナー

ルに協力をお願いいたしまして、甲斐市内で学外適応指導教室を開設できないか協議を行い

ました。 

  次に、２、連携の目的ですが、本市と甲斐ゼミナールとの連携を通じて、不登校により学

習機会を十分に得られない市内の児童・生徒を対象とした甲斐市学外適応指導教室を開設し、

当該児童・生徒の居場所づくりの選択肢を増やすことにより、第２次創甲斐教育推進大綱の

施策である不登校児童・生徒の教育機会の充実のさらなる拡充を図ります。このことは、大

綱に記載されているオークルームの指導体制に加え、学校復帰を支えるもう一つの取組とし

て有意義であると考えます。 

  次に、３、連携協定案ですが、内容といたしまして、学外適応指導教室の開設に関するこ

と、運営に関して各学校との連携を図ること、オークルームとの連携を図ること、そして１

年は試行期間といたしまして、全ての費用を無償とすることとしております。 

  実施期間につきましては、無償での試行期間である令和５年３月31日までとします。た

だし、10月に試行事業を検証いたしまして、内容、効果等の検討をした上で、次年度以降、

場所を増やすなどの拡充をした上で、有償とする延長も含め、協議いたします。 

  次に、４、学外適応指導教室事業（案）になりますが、概要といたしまして、学習内容等

に多くのノウハウがあり、多方面に展開している甲斐ゼミナールによる不登校児童・生徒の

ための甲斐市学外適応指導教室を開設する。 

  方法ですが、集合式により１か所で実施いたします。講師１名により、一人一人の子供に

応じた学習支援を行います。 

  会場につきましては、甲斐ゼミナール竜王教室、竜王中学校の南側を予定しております。 

  実施日につきましては、毎週月曜日、これは夏休み等の長期休暇や祝日を除きます。時間

につきましては、午後１時半から３時半までの２時間といたします。 

  参加料につきましては、無料といたします。 

  今後の予定ですが、本日の常任委員会を経て、３月中に協定書の締結をしたいと考えてお

ります。そして、４月から学外適応指導教室の開設という形で進めたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 
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  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） この経緯の中で、心理的とか情緒的な理由で登校できない状態にあ

る児童・生徒と言っていますけれども、この対象の人数というのはどのぐらいいるんですか。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） 今現在、甲斐市内のいわゆる不登校という児童・生徒の総数

ですが、１月末現在になりますけれども、145人となります。 

○委員長（内藤久歳君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） そうすると、その145人というのは、今、オークルームが双葉と竜

王にあると言っていましたよね。それが145人が振り分けられているわけですか、今現在。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） 不登校の児童・生徒のうち、オークルームへの通級を希望し

ているのが、双葉教室が今現在11人、竜王教室が５人ということで、不登校の児童・生徒

が全員オークルームへ行っているということでもなくて、希望する児童・生徒が学習を、学

校には行けないけれども、学外なら、学校以外の場所であれば勉強できるという子供たちが、

今、その人数が通っております。 

○委員長（内藤久歳君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） そのほかの、今、オークルームへ行っているのは16人ですね。130

人ぐらいは、今こういう人たちはどうされているということですか。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） いわゆる教室、学校も含めて外に出られない子ももちろんあ

りますし、中には学校の施設の中であれば、教室ではないところですね。別室登校という言

い方をしますが、別室登校とか保健室登校という言い方をしますけれども、そういった教室

ではないところで学校の中で対応しているというような子もいますので、一概にこうである

ということはなかなか言えない、それぞれの対応ということになっております。 

○委員長（内藤久歳君） 有泉委員、どうぞ。 

○委員（有泉庸一郎君） それで、今度は甲斐ゼミナールと連携して、これを対応していくと

いうことですけれども、甲斐ゼミナールにしたのは、実績があるということで、そこで選定

したと書いてありますけれども、甲斐ゼミナールはどこかの市町村でこういうものをやった

実績があるということですか。 

○委員長（内藤久歳君） 名取課長。 
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○教育総務課長（名取藤吾君） 甲斐ゼミナールにつきましては、自主的に自分の会社で今、

甲府駅の北口でフリースクールというものを行っておりまして、そこに、そこは有料ではあ

るんですが、県内の不登校の子供たちを対象に行っております。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） 有泉委員、どうぞ。 

○委員（有泉庸一郎君） そういう実績があるから、今度は甲斐市でも甲斐ゼミナールと連携

して、甲斐市だけで、この甲斐市でやるやつは、甲斐市の在住の生徒だけということですよ

ね。 

○委員長（内藤久歳君） 名取課長。 

○教育総務課長（名取藤吾君） 今回のこの甲斐市学外適応指導教室につきましては、甲斐ゼ

ミナールと甲斐市の連携でございまして、甲斐市内の子供が対象になります。よろしくお願

いします。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 甲斐ゼミね。通称は甲斐ゼミと言うのね。連携についてやるというこ

とで、さっき課長のほうから、一応不登校というか、甲斐市の子は145人という報告の中で、

今、オークルームで受けているのは16人という、双葉と竜王であるんだけれども、今言っ

た130人、残りというか、それに対応できていないと言えば失礼かもしれない。相手方のい

ろいろあって、なかなかそれがうまくいっていないということなんだけれども、一応この基

本的に人数にも限りがあると思うんだね。そんなに多く受け入れも恐らく甲斐ゼミとしても

ないと思うんだけれども、およそこれ、事業を実施するのに予算的なものも当然かかってく

るし、およその予算計上しなきゃならんということになると、およそ、じゃどのくらい、相

手方の都合とか、親のいろいろな都合、子供さんにはあると思うんだけれども、どのくらい

の、難しいかもしれんけれども、一応こうやってやる以上は、ある程度の、どのくらい見込

んでやるのかということは予測できるか。その辺、ちょっと分かりますか。 

○委員長（内藤久歳君） 名取課長。 

○教育総務課長（名取藤吾君） 来年度はあくまでも試行という形で、先ほど坂本課長からの

話もありましたように、いろいろな家庭の事情、そして心理的な事情で、いろいろな事情が

ある子供たちですので、はっきり言って蓋を開けてみないと、どのくらい集まるかというの
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が分からないです。 

  ただ、いろいろな選択肢を多くすることによって、そういう先ほどの130名の子供たちも

少しずつ入っていけばと思うんですが、それでもし10月に検証して、令和５年度以降、も

う１か所とか、今、令和４年度は竜王教室だけですけれども、効果があるようであれば、双

葉地区にも、まだちょっとこの先分かりませんけれども、一応そのときの状況としては、二

教室で、まだ本当に概算で、ちょっと見込みもあれなんですが、100万円程度、年間でです

ね、をちょっと試算をしたところであります。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 当然、今言った10月まで試行した中で、それ以降のことも検討する

ということなんだけれども、基本的に甲斐ゼミは敷島にもあるし、結構あるんだよね。ほと

んど旧の町村のところにあるのかな。 

  それでまた、結局、竜王となると、仮にの話だけれども、敷島とか双葉というのは結構大

変、距離的にね、考えると。だから、そういったことも考慮してやったほうが、やっぱり敷

島とか双葉とか、近くにそういったものがあると行きやすいとか、そういったことも当然親

のほうからとか、そういった希望等も当然出てくると思うんだよね。 

  できるだけこういった子供たちのね、心理的なものとか、ここに情緒的なものとか、いろ

いろあって不登校とかになっている。それを解消するための１つの考えとしては大変いいこ

とだと思うんで、できるだけこういうものをやっぱり10月まで試行しながら、場所等も、

できるだけそういう分散した中で、近くでここに行けるような形を取ったほうがよりいいと

思うんで、今後、１つの課題としてそういったことも検証してもらえばありがたいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。これ、要望で結構です。 

○委員長（内藤久歳君） そのほか。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） まず、講師１人に子供１人ということですけれども、ちなみにこうい

った問題を抱えるって、これは発達障がいとはまた違うんだと思いますけれども、こういっ

たことは、いわゆる父兄も相当関わりは持っているということで、父兄のケアというのは考

えていませんか。同時ケアですね。 

○委員長（内藤久歳君） 名取課長。 

○教育総務課長（名取藤吾君） いろいろな障がいを持つ子供たちや心に傷がある子供たち等
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いらっしゃると思いますが、その中でも、不登校、どうしても学校に足が向かないとか、そ

ういう子供たちを対象にしております。 

  学校では、学校でですね、今、ほかの不登校の子供たちには何なりかのケアをしておりま

すので、親御さんたちも含めて、学校での、今行けてない子供たちは、学校と親御さんたち

の一緒になって話し合っていくという形になると思います。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本学校教育課長。 

○学校教育課長（坂本公彦君） 付け足しをさせていただきますと、今現在、保護者について

は、各学校の持っているスクールカウンセラー、あと今現在、オークルームに通っている児

童・生徒の保護者に対しては、オークルームの指導員がケアをしております。 

  今回、そのオークルームに通っている子たちが甲斐ゼミナールのほうにも通うことももち

ろん想定しておりますので、そのオークルームの指導員が、甲斐セミとの連携の中で、保護

者への対応ということもでてくるかというふうに考えております。 

○委員長（内藤久歳君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） いずれにしましても、いわゆる父兄のケアというようなことも十分考

慮しながら、生徒に負担がかからない、あるいは父兄に負担がかからない方向で進めていた

だければと思います。要望です。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ないようですので、教育総務課関係のその他を終了します。 

  以上をもちまして…… 

〔「その他１点いいですか。その他」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 教育総務課関係。 

  じゃ、どうぞ、赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） せっかくの機会なので、ちょっと卒業とか入学のちょっと体制をどん

なふうに、子供だけなのか、父兄入れるのか、その辺の学校の対応はどのようになっている

か。議会のはもう対応聞いているで、その辺のところの対応をもしできたら教えていただけ

ればありがたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） 坂本学校教育課長。 
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○学校教育課長（坂本公彦君） まず、卒業式につきましては、来週中学校、その次に再来週

に小学校がございます。体制といたしましては、卒業生と、あと保護者２名以内、あと教職

員で、来賓については、市を代表して１名という形で予定をしております。 

  現在、入学式のところにつきましては、まだ、ちょうど明日、16校会、校長会がござい

ますので、そこで最終の確認をする予定にはなっていますけれども、今のところ、卒業式と

同じ対応になるのかなと。つまり、入学生、それと保護者２名以内、教職員、ご来賓の方は

代表して１名ということを考えております。 

○委員長（内藤久歳君） 小澤部長。 

○教育部長（小澤 明君） あと、補足ですけれども、出席者全員の抗原検査のほうを実施す

る予定です。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

○委員（赤澤 厚君） はい、ありがとうございました。 

○委員長（内藤久歳君） あと、委員会関係で委員より何かありましたらお願いいたします。

よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） じゃ、以上でその他を終了します。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして、総務教育常任委員会を閉会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 １時４８分 


